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最近 ,各地区で文化財保護思想の高揚がさけばれているなかで,伊那市西春近地区に於ても西部

開発 卿 地帯総合土地改良事業)が進められるにあたり,東方A,村岡北,村岡南 ,常輪寺下,北

条遺跡の緊急発掘調査が出来た事は誠に喜ばしい事でありました。

前述 した五遺跡は国鉄飯田線下島駅より西方へ 0.5 km～ 2 kmの距離に含まれ,通称,長野県伊那

市西春近小出地籍に属しているところで,西に権現山,小黒川をへだてた北側には経ケ岳が連らな

っている景勝の地であり,ま た扇状地の発達した地でもありますb

北側は小黒川,南側は戸沢川の二河川にはさまれた地であり,水は豊富で,日 当りも良好で,生

活するうえで ,極めて,か っこうな場所であったと思われます。

遺跡地指定への契機は,以前畑地を水田化する時に附近より相当量の遺物が発見されており,従

って発掘の予浪1はそれらの遺物に関連した住居址群の内容を明らかにする事が期待されていた。

調査に当っては,仮換地という型がとられたために,地元,土地改良区役員の理解を得なければ

調査は不可能であったが,数人の役員の方から,こ ころよく全面的な協力を得ることができたので ,

市としては 調査団長に 宮田村南割 友野良二先生をお願いすることにきめ, 御依頼申し上げた
ところ,御多忙の先生が快よくお引受け下されたので夫 調々査員を委嘱しました。

発掘調査は 6月 下旬～ 7月 中旬と,10月 中旬から12月 にわたって行なわれ,前者はちょうど梅雨

時だったので ,連 日雨に悩まされ ,後者は寒さに悩まされたが,こ こに調査報告書が発刊されたこ

とは誠に喜ばしい次第であります。

発掘調査の成果については報告書の内容を参考にしていただきたいと思います。

最後に,後世に貴重な資料として調査報告書が発刊されるに当り,快よく御指導頂いた県教育委

員会,並びに南信土地改良事務所 ,連 日熱心に調査に当られた調査団の先生方,快よく発掘を承諾

された地元役員の方 ,々調査に労力を提供下さった地元西春近地区作業員の皆様等の心からなる絶

大な御協力があったればこそと,深甚なる感謝の意を表する次第であり|ます。

昭和 50年 3月 20日

伊那市教育委員会
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美教育長  松 沢



東 方 A遺 跡



第 I章 まえがき 東方A・村岡北0村岡南0常輪寺下0北条遺跡の環境

第 1節 位  置

東方A遺跡は長野県伊那市西春近東方部落 ,村岡北 。村岡南遺跡は西春近村岡部落,常輪寺下遺

跡は西春近山本・城部落,北条遺跡は西春近山本部落にそれぞれ所在している。これらの遺跡地ま

での道順は飯田線下島駅で降り,西側の段丘を登り,北西へ 0。 5 km～ 2 kmの距離に含まれる。
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城平上

城 平
常輪寺

宮 林
山の根

山 本

常輪寺下

上 村
北 条
上島下

上 島
東方 B
東方 A
村岡北

村岡南

大 境
中 原
百 刈
西垣外

細ケ谷 A
細ケ谷B
小出城

宮 ノ原

浜射場

中 村
中村東

山寺垣外

白沢原

名 廻
名廻西占墳

名廻東古墳

名廻南

児 塚
鎮護塚

西古墳
鎮護塚

東占墳
カンバ垣外

丸 山
南小出南原

薬師堂

40 唐木原
41 唐木古墳
42 北丘 B
43北丘 A
44 北丘 C
45 南丘 B
46 南丘 A
47 南丘 C
48 眼田原
49 山の神
50 上の塚
51 沢渡南原
52 下小出原
53 天伯原
54 南 村
55東 田
56 天 伯
57 下小出原
58 井の久保
59 表木原
60 山の下
61 菖浦沢
62 富士山下
63 富士塚
64 広垣外 1
65 広垣外 2
66鳥井田
67 高遠道

“
寧震語霊

小

69 安岡城
70 城の腰
71 横 吹
72 和 手
73 上手南
74 宮入□
75 寺 村
76 下 牧
77 下牧経塚

飩 |ヾ

Zフク

第 1図 位置及び遮跡分布図
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第 2節 地形 0地質

伊那谷に共通する大まかな地形は ,西 に木曽山脈 (中央アルプス),東に赤石山脈 (南アルプス)

とその前山である伊那山脈とにはさまれた形で南北に細長 く展開している。これらの両山脈の最下

部には源を諏訪湖に発し,延 々と二百数十kmを流れ,太平洋に注 ぐ天竜川が各所にわたって蛇行 し

ながら,満 々と水をたたえて流れている。天竜川の両岸には数段にわたって河岸段丘や複合扇状地

が発達し,伊那谷特有の段丘地形を呈している。

天竜り||に合流する支流は竜西地区では北より,横川川,深沢川,帯無川,大泉川,小沢川,小黒

川,大田切川,藤沢川 ,大 田切川,中 田切川,与田切川,松川等であり,竜東地区では同じく北よ    
「

り,沢底川,一ノ沢川,棚沢川,三峰川,小渋川等である。

五遺跡地の所在する長野県伊那市西春近小出地籍は西は権現山塊 (1749m)をまともに仰ぎ見る

のが可能である景勝の地であり,北は小黒川,南は戸沢川の間の段丘上と権現山麓より発達した山

麓扇状地といわゆる複合扇状地上に位置 している。

同台地は標高 600m～ 700mで ,小戸沢,大田切川,藤沢川,大田切川等の連合堆積物であり,

段丘は下島,沢渡附近は一段であるが,南部では二段に分れている。表面は東に向って18分の 1と

云う比較的急な傾斜を示している。現在 ,幼年谷に切開されて地表は幾つかの小さな耕地に分断さ

れている。

岩石の点から調査してみると,小黒川 と犬田切川は花同岩,戸沢川はホルンヘルスが異々として

いた。さらに遺跡地の微地形をみると,東方A,村岡北,村岡南遺跡は天竜り||と 戸沢川の段丘上に,

常輪寺下遺跡は複合扇状地上に,北条遺跡は複合扇状地と小黒川段丘上に位置している。

第 3節 歴史的環境

東方A,村岡北 ,村岡南 ,常輪寺下,北条遺跡について,考古学的な面と,歴史的学的な面とで

メスを入れてみることにしよう。発掘調査以前に発見された遺物について述べてみよう。

東方A遺跡は縄文後期と青磁片,村岡北遺跡は縄文中期,宋銭,村岡南遺跡は縄文中期,常輪寺

下遺跡は縄文中期,土師器 ,須恵器,北条遺跡は須恵器 ,硯等である。         :

東方 A遺跡について青磁片の発見が注目できよう。その理由として常輪寺創建について,『寺博

古記録・常円寺誌』によれば,『当時,小出東形の地に大通院と称した古寺があってこれを再建 し

大通院常輪寺と名づけて,こ れに守本尊の華厳釈迦如来を安置し,開基となった』と記載されてい

る。青磁の使用階級層を考えてみるに,当時では武士階級と寺社に限られているように思える。し    ,

たがって, 1片の青磁片ではあるが,前述した古記録の意義,内容といくらか関係があるのと推定

できるように思われる。

村岡北遺跡について発掘前に古老の話をきいて参考に資 したいと思い ,き いてみるに古老の言 う

ことに『この近くの水田は久根丘,久根下という小字名がある』ということであった。二つの小字

名は館の近くに存在することは古くより知られていた。
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また,明治10年頃に開田の際に掘 ったという古銭について ,唐木弥七氏宅を訪れ ,古銭とそれを

入れてあった壺を拝観させていただいた。古銭は全部で 3300枚程出土し,開元通宝から朝鮮通宝ま

で各種にわたっていた。壺は美濃産の鉄釉であり,古銭 と壺より,戦国時代あるいは桃山時代に埋

められたものと思われた。発掘を実施 してみると,我 々の推察が的中して,濠 が発掘され ,館の存

在が明らかとなった。

村岡南遺跡地の南端,戸沢川に面した段丘先端

部にはあら城という小字名の存在が古くより伝承

されていた。あら城に関しての調査は篠田徳登氏

の『伊那の古城』によれば次のように記されてい

る。『大戸沢の北岸台地高圧線塔のある所がそれ

で,こ こから西,500m位の所にある本城に対し

て新城であろう。来歴一切不明だが,館城だ。今

は桑畑になり土塁のあとも定かでない。西の村道

を下り戸沢川べりをさかのぼり城村に出る。堀を

上って本城に登る。高さ5m,三 方を堀にかこま

れ本城の周辺は土塁がぐるっとまわって入□は東にあった。今は約一反五畝位の平は桑畑となり ,

土手も大部崩されてしまっている。南は,深 く恐わしい大戸沢川,北の屋敷を中城 ,こ こにも堀が

あり,川が通っている。工藤地頭 ,地頭になる前の荘園の領主 (荘官)の館llLであったろう』

常輪寺下遺跡は西は常輪寺より東傾斜で展開 した台地上にあり,南側は小出城と境を接している

常輪寺創設 ,小出氏の居城であると推定され る小出城との関係より中世遺構の存在性を重要視 して

発掘調査に着手 したのである。

発掘調査に取りくんでみると,期待 した通り,各所にわたっ

て柱穴がみつかり,遺物より柱穴群の時代背景がはっきりとし

てきた。

遺物に関しては施釉陶器が多量に検出され ,支配者階級の定

住を確証できた。

中世における支配者階級としては武士か寺社に限られている

と言っても過言ではなっ。

北条遺跡は古代,特に奈良時代から平安時代に至る東山道の

道順として,あ るいは倭名抄に記されている小村の郷と考えら

れている場所の一つと思われる。その理由としては調査員であ

る御子柴泰正氏が数年前,当 地より須恵質の円面硯を発見した

点である。これを実現 した名古屋大学助教授樽崎彰一氏の鑑定

によれば,当地にはかなりの数の集落の存在性を指摘されてい

薇．．．一一・一一一
一一一一一鷹
一・一一・一一一・一

轟
一
一

常輪寺全景

犬房丸の墓

た 。
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凡   例

1.今 回の発掘調査は西部開発に伴なう,県営畑地帯総合土地改良事業で,第 2次緊急発掘調査

にもとづく報告書とする。

2.こ の調査は,県営畑地帯総合土地改良事業に伴なう緊急発掘で,事業は長野県南信土地改良

事務所の委託により,伊那市教育委員会が実施した。

3.本調査は,昭和49年度中に業務を終了する義務があるため,報告書は図版を主体とし,文章

記述もできるだけ簡略にし,資料の再検討は,後 日の機会にゆずることにした。

4.本文執筆者は,次のとおりである。担当した項目の末尾に氏名を記した。

友野良一   小池政美   御子柴泰正

0図版製作者

・遺構及び地形実測図  友野良一   小池政美

0写真撮影

・発掘及び遺構  友野良一   小池政美
・遺物      友野良一   小池政美

5.本報告書の編集は主として伊那市教育委員会があた。った。
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第 I章  発 掘 調:査 の 経 過

第 1節  発掘調査の経緯           1 1■  |

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は昨年あ上島,東方す落ヤFゎたって行なわれまし

た。本年度は東方,村岡,城 ,山本部落にわたり,その面積は6o数 hcに達.してillる
′

`[li
発掘調査は東方A,村岡北,村岡南,常輪寺下.北条の 5遺跡が該当し,東方A遺跡と村岡北遺

跡は夏に,村岡南遺跡,常輪寺下遺跡 ,北条遺跡は秋にそれぞれ実施されました。  i
西部開発 (県営畑地帯総合土地改良事業)第 9工区内の遺跡の調査を委託された場合は,受話さ

れるよう県教育委員会より市教育委員会へ連絡があり,お って南信土地改良事務所より,緊急発掘

調査について委託した旨,市教育委員会へ依頼を受けたので,市教育委員会を中心に,東方A遺跡

発掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行することとした。

6月 22日 ,南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締

結し,契約後,た だちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調 査 の 組 織

東方A遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  松沢 一美  伊那市教育委員会教育長

副委 員長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  坂井 喜夫  伊那市教育委員長
〃    向山 雅重  長野県文化財専門委員
〃    木下  衛  上伊那教育会会長
″    原  益久  南信土地改良事務所長
〃    辰野―伝衛  伊那市文化財審議委員         :

調査事務局  浦野 孝之  伊那市教育委員会社会教育課長

〃    保坂 九市       ″     課長補佐   i  :

″    中村 幸子    |    ″        主事

発掘調査団

団   長  友野 良一  日本考古学協会会員

副 団 長  根津 清志  長野県考古学会会員

〃    御子柴泰正      〃

調 査 員  小池 政美      ″

〃    辰野 伝衛  伊那市文化財審議委員

-7



調 査 員 清水  満

福沢 幸一

太田  保

柴 登己夫

長瀬 康明

本田 秀明

堀□ 貞幸

深沢 健一

丸山 弥生

赤羽 義洋

石岡 憲雄

館野  孝

長野県考古学会会員

国学院大学学生

″

″

　

　

″

第 3節 発 掘 日 誌

昭和49年 6月 22日  遺跡地に発掘器材の運搬をし,発掘準備をする。
昭和49年 6月 23日  現地にグリットの設定をする。グリットの内訳は東から西にかけて 1～ 10,
南から北にかけてA～ Zと する。グリット設定後 ,グ リット掘りを実施してみると,遺物は縄文前

期土器片が数片出土したのみであった。考えてみると,北から南への急傾斜地のために,遺跡立地

条件からして存在 しなくても当然であると思い,午前中一杯をもってこの地域のグリット掘りを中

止する。午後 ,平坦面になりかけたところから,水田の中央部まで,表土剥ぎを実施すると,黒土
の落ち込みがあり,こ れを第 1号住居址とする。住居址のプラン確認と,掘 り下げを行なう。
プランは四隅が丸い隅丸方形の形がくっきりと浮かび出て来て,初めて発掘に参加した作業員を

喜ばした。掘り下げていくと,本址は弥生時代後期の座光寺原式と判明した。また珍らしい遺物と

して,有孔磨製石器が出土し,作業員一同,新 らた弥生時代人の生活の知恵に一種の驚嘆を感 じた。

昭和49年 6月 24日  第 1号住居址の掘り下げと,ブル トーザーで排土した所を丁寧にジヨレンや
草カキでか き,遺構検出に力を注 ぐ,第 1号住居

址の床面上にはこの時期としては割合に多 くの遺

物が出土 し,あ る作業員は遺物が発見されるたび

に大声を張 りあげていた。一応第 1号住居 l■の完

掘を終える。床面上に長円形状の柱穴が 4隅 に発

見され ,典型的な弥生時代後期の住居址となった。

ブル トーザーで押 した所をかいていると,第 1

号住居 llLの 北側に,小高 くなったローム層がみら

れ,ま わりは溝が回わ っている模様であった。こ

れはかの中央道で有名になったロームマウンドと
風掘発

-8-
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考え ,第 1号マウンドと決めた。V2～ X2にかけて,幅 10cm,深 さ10～ 30cm位の黒い落ち込みが

南側に向けてコの字状に展開していた。これははたして何んであろうか ,皆 ,頭をかしげるが,現

在の所未知数であった。遺構に相違ないことと思い,一応溝状遺構と名付けた。溝状遺構の回って

いる中央より北によぅた所に円形状の黒々とした色の違いが判明し,これを第 1号竪穴とする。

本日は遺構が次 々と検出され,拡張してよかったという安心感に満ちあふれていた。

第 1号住居址の西側に第 1号土拡,北側に第 2号土拡を検出した。第 2号土拡の北西に第 2号マ

ウンド,その北側に第 3号土拡を検出した。

昭和49年 6月 25日  本日は昨日検出された第 1～第 2号 マウンド,溝状遺構,第 1号竪穴 ,第 1
～第 3号土拡の掘り下げを主たる作業とする。作業員達は手習れた人達だったので,み るまに仕上

がってい った。溝状遺構を掘り下げていく途中で,北西の隅に炭化物が多く検出され,少 し掘り下

げてみると床面があり,し かも木炭や焼土が多量に認められ ,遺構に違いないと思い,第 2号住居

址とする。ブル トーザーを入れれば簡単ではあるが,第 2号住居址の南側に各種の遺構があり,そ

れを入れると,破壊される危険性を生じるのを見込んで,人壊戦術にて北へ北へと拡張していく。

作業員達の奮闘のかいであって,た ちまちにしてプランの確認ができた。そのプランは円形で,直

径は3m程であった。掘り下げていくと,縄文前期終末期の住居址と判明し,上伊那地方でも数少

なく,苦労のしがいがあったと思った。

作業員達の皆様にこの住居址の重要性を説明すると,コ ,ソ クリとうなずいてくれた一光景が誠に

印象的であった。

昭和49年 6月 26日  第 1号住居址 ,第 2号住居址,第 1号 マウンド,第 2号マウンド,第 1号土
拡,第 2号土拡 ,第 3号土拡,第 1号竪穴,溝状遺構の清掃を終了し,写真撮影をすませる。

昭和49年 6月 27日  第 1号住居址,第 2号住居址,第 1号 マウンド,第 2号マウンド,第 1号土
拡,第 2号土拡 ,第 3号土拡,第 1号竪穴,溝状遺構の平面,断面実測をする。本日をもって ,東

方A遺跡の現場作業を終了とする。 (小 池 政 ∋

-9-



第 Ⅲ章 遺 構

第 1節 住 居 址

第 2号住居址 (第 3図 ,図版 2)

本址は発掘地区の最北端に,ま た南側は溝状遺構と切り合い関係という形で発見された。新旧関

係は掘り下げていく段階で ,第 2号住居址が古 く,溝状

遺構が新しいことが判然とした。

本址の表土は,ブル トーザーよる削平で既に存在せず

遺物は褐色土層中に散在的に出土した。また住居址はロ

ーム層より切り込まれており,この層は当時の生活面と

考えてよかろう。覆土中より出土した土器は縄文前期末

葉から縄文前期終末に比定されるものが多かった。遺物

出土の状況は下部からの出土が多く,床面からの出土は

乏しかった。

本住居址の平面形は,北側で 2カ 所こぶ状に突び出し

てはいるが,扶体円形を呈している。その規模は南北 3

m60cm,東西 3m85cm程であった。壁はローム層より切

Z
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り込まれており,壁面は緩傾斜気味であった。壁高は検

出面よりほぼ 8～ 15clllで あった。

床面はローム層に設けられ,と ころどころに凹凸が認

められたが,大体平坦な面と考えてよかろう。状態は極

めて竪緻であった。火災にあったとみえて,床面上に多

量の炭化物が棒状に検出された。おそらく火災にあった

際に国木や桁のくずれた姿ではなかろうか。

焼土は 2カ 所において検出された。一つは住居址の中

央部, もう一つは北側によったところである。前者は南

北60cm,東西35cm,後者は南北15cm,東西12clll程である。

前者のは炉と考えてよい程に厚く,中心部では15cm程 も

あった。炉としては地床炉の形態を呈している。

主柱穴は 3本 と思われる。それはPl,P2,も う一本は

北側の炭化物の下にあると推定できえる。配置状態は 3

本の柱が住居址を取り回くように三角形状に設置された

と考えられる。したがって屋根構造は一般的に思索され

ている円錐形を呈していたと思われる。 (小池政美)

10987654321

第 2図 遺構配置図 (1:400)

Ｏ

　

Ｂ

　

▲
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第 1号住居址 (第 4図 ,図版 3)

本住居址は検出された遺構のなかで最南部に位置するもので,第 Ⅳ層ローム層を掘り込んだ竪穴

住居址である。覆土は黒色土が充満しており,同色であったために,プ ランの判別は容易であった。

本住居址は南北 6m85cm,東 西 6m5clll程 の規模を有し,隅方丸形プランを呈している。壁高は

遺構検出面から20～ 30cmを 測り,面積は約40ぽである。状態は大体垂直に近いが,と ころどころ|は

内傾気味を呈 し

ていた。

床面はローム

層の極めて良好

な叩きであ った

が,炉周辺は軟

弱であ った。

また同面は各

所にわたって凹

凸がある。

炉は住居址中

心部よりやや北

寄りの地点に 1

カ所検出された

床面を直径 lm

106m,短径65cm

程の規模で円形

状に10cm程 掘 り

窪めた浅いすり

鉢状のものであ

る。炉址の床面

は ,か なり焼 けた痕跡が認められ ,焼土は炉址中心部に集中的に検出された。焼土粒子の散布範囲

は炉址掘り込み外部にまで存在 し,量 も多い。この炉址の長期的使用は決定的なものと考え られる

炉の南壁傾斜面と炉底焼土中に点在 している石は全て硬砂岩であり,そ の大きさは拳大程であ った。

柱穴は住居址の四隅にそれぞれ 1本づつみられ ,その形状は東西に長軸を持つ円形状を呈 してい

る深さは40～50cm前 後を計測できる。

床面上にはいたるところに炭化物が多量に検出でき,火 災にあった事実を如実に証明できると思

われる。

遺物は炉址内や床面上に多量の土器片が出土し,それは全て下伊那地方から伝播 した と思われる

弥生時代後期座光寺原式の土器であった。                  (御 子柴泰⊃

４、

第 3図 第 2号住居址実測図
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第 4図 第 1号住居址実測図

第 2節 土拡 及 び 柱 穴 群

第 1号土拡 (第 5図 ,図版 3)

第 1号住居址の南西の隅に近い位置に,壁に接 して発見された土拡である。第Ⅳ層 , ローム層を

掘り込み ,南北 lm,東 西90cm程 の規模を持ち,ほ ぼ円形プランを呈 している。壁高は40clll前 後を
実測でき,状態は急傾斜で内へ向っており,壁面には凹凸が顕著である。

床面は人為的な叩きは認められなか った。遺物は何も出土 しなかった ,し たがって時代決定は不

可能でありv少量の炭化物の検出をみた。                 (友 野 良一)
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第 2号土拡 (第 6図 ,図版 3)

第 1号土拡 ,第 1号 マウン ドにち ょうどはさまれるような

位置に発見された土拡である。

第Ⅳ層ローム層を掘り込み ,築かれた土拡で,その大きさ

は,南北 lm,東 西75cm程で,プ ランは不整円形を呈 してい

る。壁高は60数 cmを 測定でき,壁 面の状態は内傾気味であり

ところどころに少さな凹凸が認められたが ,叩 き状にはなっ

ていなかった。

床面はハー ドローム層に達しており, もともと硬いのであ

るからして叩き状の工夫は必要なかったと思う。全般的には水平であるが,と ころどころにブロッ

ク状の凹凸が認められた。

遺物は何も出土しなか った。覆土中より少量の炭化物の検出をみた。 (御子柴泰正 )

第 3号土拡 (第 7図 ,図版 4)

発掘地区の最北西部に検出された土拡である。ローム層を掘り込み構築され ,その規模は南北 2

m50clll,東 西 l m 55clll程 であって,プ ランは円形状を呈している。

壁高は40cm前後計測が可能で,状態は内傾気味を呈していた。断面図で見る限りでは西側は段を

有するほどに凹凸が認められる。

床面はわずかな叩きになっており,多少の凹凸が認められた。遺物は全く

少量の炭化物が検出された。

柱 穴 群 (第 7図 ,図版 4)

バ

その配列状態は一直線状に並んでいた。P3は単独に 1つ

検出されたもので,どれとどれとが結びつ くかは現在の

ところ不明である。

P4～P7は 1カ所に集中しており,特 にP5～ P7は三連結

式になっていた。

柱穴の大きさは実測により明瞭であるので省略するが

深 さはPlは30cm,P2は 25cm,P3は 25clll,P4は 37cm,P5は

42cm,P6は 39cm,P7は 40cmの 多種多様であった。

第 5図 第 1号土拡実測図

出土せず ,覆土中には

(小 池政美)
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第6日 第 2号土拡実測図

形状は円形や長円形が大部分を占めていた。結果論ではあるが住穴群の全体や規模把握は全面発

掘を行なわない限 り不可能と思われた。
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第 3節

第 1号竪穴 (第 8図 ,図版 4)

溝状遺構に取り囲まれるようにして,それのほぼ中心部に位置して発見された遺構である。第 4

層ローム層面を掘り込んで構築されており,円形プランを呈している。

規模は南北 1

m15cm,東西 1

m10cm程である。

断面はフラスコ

状を呈 し,竪穴

としては通例で

あると思われる。

壁高は西で72

clll,東 64cm,Jヒ

南は70clllを 浪1定

できる。状態は

内傾気味で ,こ

ころもち段を有

している模様で

ある。 |

壁面の下半分

部はハー ドロー

ム層に達してお

り,凹凸が著 し

い 。

床面はもちろ

んハー ドローム

層面につくられ

極めて硬 く,水

平である。北東

の壁面に密着 し

ている 3個の石

は花同岩である。 第 7図 第 3号土拡及び柱穴群

遺物としては縄文前期終末期の土器片が出土した。

(小池政美 )
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覆土中に多量の炭化物が出土 した。



第 4節  溝状遺構

018

Ｏ

ｈ

鰊

第 8図 第1号竪穴及び第1号溝状遺構実測図
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第 1号溝伏遺構 (第 8図 ,図版 5)

第 2号住居址と北西の隅で切り合い関係で検出された遺構である。溝状遺構と第 2号住居址との

切り合い関係は第 2号住居址の覆土上層に溝状遺構の黒色土が埋没しており,明 らかに溝状遺構が

新しいことが証明できるd

遺構の規模は南北 8m50clll,東西 5m程の範囲内に描かれている。溝は東から北へ,さ らに西へ

と連結しており,南側は開□している。溝巾は10～ 30clll,深 さは10cm程 であった。

溝に取り囲まれた中に 6カ 所ピットが発見され,深 さも割合に浅かった。床面と思われるローム

層は叩き状にはならておらなかった。同面上に近いところより炭化物が相当量検出された。

遺物は何も出土せず ,よ って時代決定は不可能である。         '

第 4節 マ ウン ド

第 1号マウンド (第 9図 ,図版 5)

調査地の最東部,第 1号住居址の東側に位置している。マウンドは南北 l m40cm,東西 3m50clll

程,高 さは30～ 55cmで ,南側には巾 l m 20cIIl,深 さ25clll程 ,北側には巾65cm,深 さ50cm程の溝が走

っている。

形状は多少の変化はあるが

おうよそ方形状に近似値を指

し,竪 く叩いてあるよ うだ。

頂部は黒土層が混合 したよ

うな状態を呈 し,表面はほぼ

水平状であった。

頂部か ら傾斜面に移行す る

面は若千丸味状を呈 しており

崩壊 しないように堅
｀
く叩いた

痕跡が確認でき,遺構に相違

ないことが実証できえた。

マウンドの形成土は大部分

がソフ トロームであり,な か

に,ブ ロック状に黒色土やハ

ー ドロームが混 じっていた。

焼土や木炭の検出はみられ

たが ,遺物は何もなか った。

0               1●

第 9図 第 1号マウン ド実測図

第 2号 マウンド (第 10図 ,図版 5)

調査地の西側,第 3号土拡の南側に位置している遺構である。マウンドはローム層より形成 され

侭

侭

褻
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てお り,遺構名に関 してはロームマウ

ンドと考えた方が妥当と思われたが ,

組成内容に於いて違いが認められたの

でマウン ドと考えた。

地形は平坦部であり,地層は耕土 ,

黒土,褐色土 ,ロ ーム層と堆積層位と

しては正常であった。

南北60cm,東 西 2m70cm程 の規模を

有 し,高 さは,高い所で40cm,低 いと

ころで20cm程 を示 していた。

頂部は平坦であり,傾斜も割合に急  A_
であった。

覆土中より多量の炭化物が出土 した

が,遺物は 1つの破片すらも出土せず

に終了してしまった。よって時代決定

は全 く不可能 とな ってしまった。

一般的にマウンドの遺構は遺物の出

土 しない例が多いように思われる。

(小池政美 )

OR

第10図 第 2号マウンド実測図

ご
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第Ⅲ章 遺   物

第 1節 土  器

土器の説明は表を作製 し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容的説明を付記しておくことにする。

胎土,保存状態 ,色調についての記述は,明 ら,かなる基準によったものではなく,筆者の主観に    と

よるものである。                              (小 池政美)

図 版 番 号 胎  土 保存状態 色 調
厚さ
(llllll)

文 様 の 特 徴 備 考

6 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

多量の雲母

少量の長石

少量の雲母

少量の長石

少量の雲母

良 好

普 通

良 好

不 良

普 通
良 好

黒褐色

赤褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

波 状 文

波状文,櫛 目文

櫛

〃

目

〃

状

目

状

目

状

目

文

波

櫛

波

櫛

波

櫛

文

文

文

文

文

文

第 1号 住居 址

第 1表 出土土器の形状一覧表 (その 1)

図 版 番 号 胎  土 保存状態 色 調
さ

ｍ
ｌ
厚
儒
文 様 の 特 徴 備 考

7 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

多量の長石

少量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

普  通

良 好

普 通
不 良
普 通

良 好
普 通

良 好
普 通

黒褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

6

8

沈 線

〃

文

線
目

線

沈
刻

文
紐土

縄
粘

沈

縄 文,沈 線
糸電 文

縄 文 ,沈 線
沈線 ,粘土紐 ,刻目

縄 文 ,粘土紐
縄文 ,米占■紐 ,亥」目

縄 文

沈 線 ,粘土紐
縄 文

第 号住居址

第 2表 出土土器の形状一覧表 (その 2)
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図 版 番 号 胎  土 保存状態 1色 調 恥嗣
文 様 の 特 徴 備 考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

多量の雲母

少量の長石

少量の雲母

多量の雲母

少量の長石

5

6

4

6

4

7

7

5

6

7

12

6

6

7

7

4

3

4

縄 文 ,粘土紐
文

線

文

文

糸電

沈

糸電

無

縄文 ,粘土紐 ,刻目

磨 消 縄 文

内 耳 土 器

灰 釉 陶 器

青     磁

集採

グ

第 1号 竪 穴

第 1号 マウン ド

表 面

第 3表 出土土器の形状一覧表 (その 3)

第 2節 石  器

石器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版,番号 ,名称,器形 ,石質 ,備考である。

(小池政美)

図 版 番 号 名 称 器  形 石  質 備 考

棒状石器

打製石斧

砥 石

短冊形

緑泥岩

砂  岩

緑 泥岩

砂  岩
硬砂岩

緑泥岩

安 山岩

第 1号住居址

第 1号 竪 穴
第 2号 住居址

表 面 採 集

第 4表 出土石器の形状一覧表 (その 4)
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第Ⅳ章 ま と め

大規模農業転換の一環 として,西部開発 (県 営畑地帯総合土地改良事業)が実施され るにあたり
埋蔵文化財の該当個所が数多 くあり,東方 A遺跡 もその一つであ った。発掘調査の過程において ,

把握 できた所見,問題点,意義等を記述 し,今後 に参考,研究課題に資 したいと思 う。
まず第 1は ,本遺跡の規模と立地についてであるが,工事の日程上 ,適当な地点を選択 して発掘     

′

調査を実施 してみた。その成果は竪穴住居llL 2,土拡 3,柱 穴群 1,竪穴 1,溝 状遣構 1,マ ウン

ド2で あった。                                        ‐

遺跡地の自然現象条件 として最 も大きな比重を占める理由は,天竜川右岸段丘上の先端部に位置
し,段丘崖 ,段丘下には豊富な湧水地帯が点在 し,現在は ワサビ畑に利用されてい る。尚,こ の湧     ロ

水地帯は清水坂 と呼ばれている小字名があり,明 らかに水の存在性が即座に指摘で きよう。

第 2に ,出 土遺物の問題点についてであるが,古 くは,下 島直後形式,大歳山式,縄文後期の堀

の内式,加 曽利 B式 ,弥生後期の座光寺原式,内耳土器片 ,青磁等各種の時代にわたっている。

第 3に遺構についてであるが,第 2号住居址は大きさが南北 3m60cm,東西 3m85cm程 の円形プ

ランを呈 している。時代は縄文前期と思われる。  ・

第 1号住居址は大きさが南北 6m85cm,東西 6m5cm程 の隅丸方形プランを呈 し,弥生後期座光
寺原式と思われ

｀
る。土拡は 3カ 所粉出され ,それ らの平面プランは第 1,第 3号は円形に近 く,第

2号は不整円形であった。大 きさは,大 きいので径 l m50cm,小 さいので lm前 後であ った。

柱穴群は発掘面積の都合により, 7カ 所のピットを検出したに留まったが ,も う少 し広範囲の発

掘調査を実施 したならば,配置状態や,建造物の規模把握が可能 とな ったと思われた。時代につい

てであるが,内耳土器片や青磁片が発見されてい るによって中世の前半期の遺構と思われた。

竪穴はたったの 1カ 所発見されただけであった。遺物は縄文前期終末期の上器片が出上 している。

竪穴としては一般的にみ られるのとぴったりと一致していた。規模は南北 l m 15cm,東西 l m 10cm

程で円形プランを呈 していた。断面はフラスコ状を呈 して。おり,定説となっている貯蔵穴の一種と

思われた。溝状遺構は南北に長 く,東西に狭 く,長方形状に溝が走 っており,南側は開回 していた。

明確に方形状の溝が掘 られており,建物の存在性があるとすれば ,雨だれの可能性 もあるが,柱穴

だと確証できるピットはなか った。遺物の出土でもあれば時代決定 も可能であろ うが,そ れもなか     ・
った。ただ,唯一わか っている点は第 2号住居址を切 って構築されており,そ れよりも新 しいこと

は確実である。

マウンドは 2カ 所発見され ,ロ ーム層より成り立ち,中央道の遺跡発掘で一躍にして脚光を浴び

るようになってきた。遺構全体の中央部にローム層を盛 り上げマウンド状に し,周囲はそれをとり

かこむようにして一段下 り凹地のようにな っていた。

(小池政美♪
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南よ り北を眺む

遺跡地近景

図版 1 遺跡全景
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|・
,春.ゞ|ヽ 1●

遺 構 配 置

第 2号住居 llL
図版 2 遺構配置及び遺構 (住居 llL)
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第 1号住居址

第 1号土拡

図版 3 遺構
第 2号土拡
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溝状遺構と第 1号竪穴

図版 4 遺構 (土拡 ,柱穴群,溝状遺構,竪穴)
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第 1号マウン ド 第 2号マウン ド

土器出土状況 土器出土状況

図版 5 遺構 (マ ウン ド)及び遺物出土状況
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図版 7 出土土器
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節  発掘調査の経緯

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は昨年の上島,東方部落にわたって行なわれまし

た。本年度は東方 ,村岡 ,城 ,山本部落にわたり,そ の面積は60数 hαに達している。

発掘調査は東方A,村 岡北 ,村岡南 ,常輪寺下 ,北条の 5遺跡が該当し,東方A遺跡と村岡北遺

跡は夏に,村岡南遺跡 ,常輪寺下遺跡 ,北条遺跡は秋にそれぞれ実施 されました。

西部開発 (県営畑地帯総合土地改良事業)第 9工区内の遺跡の調査を委託された場合は,受託さ

れるよう県教育委員会より市教育委員会へ連絡があり,お って南信土地改良事務所より,緊急発掘

調査について委託した旨,市教育委員会へ依頼を受けたので,市教育委員会を中心に,村岡北遺跡

発掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行することとした。

・ 6月 22日 ,南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締

結し,契約後 ,た だちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

村岡北遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  松 沢 一 美  伊那市教育委員会教育長

畠1委 員長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  坂 井 喜 夫  伊那市教育委員長
″    向 山 雅 重  長野県文化財専門委員
〃    木 下  衛  上伊那教育会会長
″    原  益 久  南信土地改良事務所長
″    辰 野 伝衛  伊那市文化財審議委員

調査事務局  浦 野 孝 之  伊那市教育委員会社会教育課長     ′
″    保 坂 九 市      ″       課長補佐
″    中 村 幸 子      ″         主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  日本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清 志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正      ″

調 査 員  小 池 政 美     ″

″    辰 野 伝 衛・ 伊那市文化財審議委員      ,
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調 査 員 清 水

福 沢

太 田

柴 登

長 瀬

本 田

堀 □

深 沢

丸 山

赤 羽

石 岡

館 野

満

幸 一

保

己 夫

康 明

秀 明

貞 幸

健 一

弥 生

義 洋

憲 雄

孝

長野県考古学会会員

国学院大学学生

〃

″

″

″

″

〃

″
　
　
　
〃

〃

〃

″

〃

〃
　

　

〃
　

　

″

第 3節 発掘 日誌

昭和49年 6月 29日  遺跡地に発掘器材の運搬をし,発 掘準備をする。
昭和49年 6月 30日  土層のIL積状態が不明なので ,試掘坑を数力所掘り,あ る程度層序関係がつ

かめたので ,表土剥ぎをブル トーザーを入れて実施する。表土烈|ぎ完了後 ,ただちにグリット設定

をする。グリットの名称は北より南にかけてA～ Z,東より西にかけて 1～ 31,一辺を 2m,面 積
を 4ご とする。A6～ A7にかけて黒上の落 ち込みがあり,大 きさや深さより堀と判断 し,こ れを
第 1号堀址とする。堀のプラン確認に全力を注ぎ,特に南北の伸びに注意し,慎重に拡張 してしヾく

想像 してみると堀址は北側では段丘岸に,南側で川に抜けている模様である。

昭和49年 7月 1日 ,早朝より雨降りとなり,作業中止とする。

昭和49年 7月 2日 ,昨 日と同様 ,早朝より雨降 りだったので,作業中止とする。

昭和49年 7月 3日  本 日で 3日 続きの雨降 りとなった。やみそうもないので本日も作業中止とす
る。足功ことも明日は晴れになってほしいものだ。

昭和49年 7月 4日  本日は昨日の期待に反する
かのように小雨が降っていたが,日 程の都合上 ,

長びかすことができないので ,作業をすることに

決めた。主たる作業は堀のプランを確認する。

午後より太陽が雲間よりわずかに顔を出した。

あらためて ,太陽の偉大さを感 じた。

昭和49年 7月 5日  昨日に引続き,お茶頃まで
かかってプラン確認をし,そ れが終了後 ,た だち

に」liり 下げを実施 した。堀の中より多量の内耳土

器片が出土し,時代決定が |り lら かとなった。

-6-
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さらになかより細片ではあるが,宋の青磁片が出土し,館への可能性が有望となった。

昭和49年 7月 6日  堀の掘り下げを北へと進めていく,北へ延びていくにしたがって ,幅が次第

に大きく,ま た深くなっていくようである。遺物は堀に関連するものは何も出土しなかった。本日

も相変らず ,梅雨空で ,どんよりと曇り,今にも雨が降り出しそうな模様だった。

昭和49年 7月 8日  堀の掘り下げをする。北側の小段丘をぶち抜いて,貫通させる。それが終了

すると,一層 ,堀が大きくみえた。前述したように館は大部分 ,自然地形を利用していたものと思

われた。

昭和49年 7月 9日  ブル トーザーで ,耕土を押した部分の堀を全部掘り下げた。その後 ,堀の西

側の部分にグリットを入れる。それによると,各グリットから纏文中期土器片が数片出土したが ,

遺構は検出されなかった。このような状況だったので ,思いきって ,現在通路に利用されている位

置にためし掘りをしてみると,列状の石が並べ られてあり,一応 ,こ れを道路址とする。本遺構の

周辺を拡張してみると数片の陶器片が出土した。近くの古老に聞いてみるが ,本列状石については

何も知らないとの返答があり,古い時期への位置づけがある程度可能となった。

昭和49年 7月 10日  昨日,道路址の究明に全力を注 ぐが,決め手には不充分であった。

昭和49年 7月 11日  道路址の精査を重ねる。本遺構を掘り始めて,本 日は 3日 目となるが,決め

手となるものは把握できなかった。

昭和49年 7月 12日  道路址の拡張を北へと進めていくと,段丘を人為的にカットした部分があっ

た。その附近を注意して調査を進めてみると,石列が並列 して二本連なっており,こ れらの西側に

は溝状の落ち込みがあった。なかより陶器片が出土したが時代の決め手になるものはなかった。

道路址の西側に住居址を ,検出し,第 1号住居址とする。プラン確認後 ,た だちに掘り下げを開

始する。

昭和49年 7月 13日  道路址の完掘 ,第 1号住居址の完掘と清掃を終える。堀,道路址 ,第 1号住

居址の写真撮影をし,報告書の資料となるように慎重性を考えた。

昭和49年 7月 14日 ,堀 と道路址の実測を終了する。

昭和49年 7月 15日  第 1号住居址と全測図の作製,あ とかたづけを済せる。   (小 池政美)
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第 Ⅱ

第 1節 住 居 址

第 1号住居址 (第 2図 ,図版 2)

調査地の北縁台地上に位置する。近接の遺構としては,東側に道路llLが存在している。表層下30

cm位下ったローム層を掘り込み ,南北 (現存は 2m90cm),北 側は道路によって破壊されてしまっ

ている。東西は 4m10cm程 の円形プランを呈する竪穴住居址である。壁は北側を除いては現存はじ

ているが,低 くて10数 cmし かない。状態は内傾気味で,軟弱を呈し,多少の凹凸が認められた。

床面はローム層自体に設けられ,叩 きは中央部は良好 ,他は軟弱であった。柱穴は5ケ所検出さ

れたが,主柱穴と成り得るのはP4,P5で ある。P2,の 中の石はホルンヘルスの自然石で立石状に

なっていた。

覆土中より多量の焼土と木炭を検出

独に出土 した。  (小 池政美)

した。遺物は組文中期初頭 ,い わゆる平出3A式土器片が単

第 2節 堀  址

第 1号堀llL(第 3図 ,図版 2)

発掘地区の東側に自―ム層面上

に南北に続 く黒色土層の落ち込み

が検出された。

歴史的環境の節で述べたように

館址に関係するものと考え,堀 と

言 う名称にした。

堀は北側は段丘崖へ ,南側はQ

7ラ インで都合により発掘調査を

断念 したが ,お そらく全掘すれば

南側の川へと連 らなっていたのと

思われる。発掘 した堀の長さは凡

そ40m程 ,北の段丘崖では幅 3m

中央部では 2m50cm,南側では 1

m50cm程を測定できた。

堀底は北側へわずかに傾斜を し

ていた。底部の様相は細かな砂が

混入 しており,水 が流れたと思わ

一退土
早
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れた。遺物は傾斜面に密接して内耳土器片の出土がみられた。

第 3節 道路址  (第 4図 ,図版 3)

輻90cm位で附近と異って黒色上の中に細礫が混って発見された。この時点でどうも様子がおか し

いと思い ,附近を拡張

してみると,前述 した

土層のな くなる位置に

南北に石が並べてあっ

た。石は幾分 ,西側の

は東向きの傾斜を して

おり,ロ ーム層面を浅

いので数 cm,深いので

10数 cm掘 り込んであり

石の周辺には黒色土を

つめて頑強にしてあっ

た。その中はつきかた

めたとみえて ,か たく

たたいてあり,床面の

ような光沢を有 してい

た。また細礫の含まれ

ている土層もかたくたたいてあり,一考するに道路と直に察 しがついた。

配列は東側には 2～ 3個 しか現存 しないが ,構築当時はあったと思えるが ,後に耕作の際にとら

れたと思われる。竪穴のある部分は石がその中に落ちてしまって存在 しなかった。配列は北側の傾

斜面にも並べてあって ,と くに注目することは,東側は傾斜面に至ると石は 2列 ～ 3列 に,あ まり

レベル差がないように思われた。ようするに傾斜のために 土の堆積差が厚 く,破壊 されず現われ

てきた。石材は大部分 ,ホ ル ンヘルス,変成岩 ,花闇岩の三種で占め られていた。

なかには火を受けた焼石も存在 していた。配石の石の下より織部の陶器片が出土 し,し たがって

桃山期に位置づけが可能と思われた。                    (/1ヽ 池政 美 )

D

◎

Ｒ 90

第 2図 第 1号住居址瓢 J図
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第Ⅲ章 遺 物

第 1節 土 器

土器の説明は表を作製し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容的説明を付記しておくことにする。

胎土 ,保存状態 ,色調についての記述は,明 らかなる基準によったものではなく,筆者の主観に

よるものである。                            (小 池政 詢

図版 番 号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚 さ 文様の特徴 備  考

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

‐４

‐５

多量の長石

少量の長石

多量の長石

少量の長石

多量の長石

多量の雲母

少量の雲母

多量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の長石

普通

良好

不良

普通

不良

普通

良好

普通

不良

良好

普通

自褐色

黒褐色

白灰色

黒褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

伊

７

６

６

７

８

６

８

５

６

８

７

８

６

１０

沈線 ,刻 目

沈 線

僻条受帯,沈線,
//

組文,沈線

組文 ,

組文 ,沈線該J目

組文,鮮 ,束鉄文
沈 線
縄文,沈線
沈 線

//

組文 ,沈線

第 1号住居址

第 1表 出土土器の形状一覧表 (その 1)

図版 番 号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚 さ 文様の特徴 備  考

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

‐３

多量の長石

少量の長石

微量の長石

微量の雲母

良好

普通

良好

普通

黄褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

白灰色

黒褐色

茶褐色

沈 線

無 文
沈 線

内耳土器

沈 線

llL堀

, ″

道路l■

第 2表 出土土器の形状二覧表 (その 2)
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第 2節 石 器

石器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版,番号,名称,器形 ,石質,備考である。

(小池政美)

図版 番号 名 称 器  形 石  質 備 考

6 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

錘石

打製石斧

砥  石

打製石斧

石磨

短冊形

短冊形

硬砂岩

緑泥岩

硬砂岩

油性頁岩

緑泥岩

硬砂岩

緑泥岩

硬砂岩

道 路 址

第 1号住居 llL

第 1号住居 llL

道 路 址

llL堀

第 3表 出土石器の形状一覧表 (その 1)

第 4表 出土石器の形状一覧表 (その 2)

図版 番号 名 称 器 形 石  質 備 考

7 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

打製石斧

石

錘

磨

石

石 包 丁

短冊形

撥 形

短冊形

撥 形

緑泥岩

硬砂岩

緑泥岩

硬砂岩

緑泥岩

グリッ ト
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第 Ⅳ

発掘地点は段丘の先端部,し かも西側は宅地が入りこんでいたので,全面的な発掘調査が行なわ

れなかったが,細,文中期,中世城郭との長い間にわたる遺構と遺物の検出をみた。縄文期のものは

組文中期初頭の所謂 ,平出 3A式 ,五領ケ台式,.阿玉台式的手法をもつ土器類と,一般的にみられ

る加曽利 E式的土器類とであった。

中世時代の遺物としては,中世前半の内耳土器片,中世後半の陶器類,特に美濃の鉄釉等であっ

た。次に遺構についてであるが,組文中期初頭の竪穴住居址,中 世時代の堀jlL,中 世時代の道路址

1であった。竪穴住居llLは 組文中期初頭のいわゆる平出3Aか ら阿玉台期に移項する時期の住居llL

で,同時期の単独遺物出土は極めてまれであって,今後のよりよきサンプルとなると思われる。

堀は南北に走っており,南側は都合よって発掘調査は完了しなかったが,大 きさや深さより,ま

た存在個所あるいは出土遺物より本llLは中世前半期の所産物`と 思われた。第 3節 ,歴史的環境に述

べたように館の存在を強める要素を多く含蓄しており, 館をとりまく環壕のように1も 思われる。

(小池政美)

章 ま と め
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竜東より眺む

西側よ り眺む

図版 1 遺跡全景
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第 1号住 居 址

堀  址
図版 2 遺構 (第 1号住居llL及び堀址)
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土器出土状況

図版 3

土器出土状況

遺構 (道路址)及び遺物出土状況
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図版 4

図版 5 出土土器
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図版 6 出土石器

図版 7 出士石器

18



東方 A・ 村 岡 北 遺 跡

―― 緊急 発 掘 調 査 報告 ― ―

昭和 50年 3月 29日    印刷

昭和 50年 3月 31日   発行

発行所 長野県伊那市教育委員会
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第 I章  発 掘 調 査 の 経 過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は 昨年の上島,東方部落にわたって行なわれまし

た。本年度は東方 ,村岡ち城 ,山本部落にわたり,そ の面積は60数 hcに達している。

発掘調査は東方A,村岡北,村岡南 ,常輪寺下 ,北条の 5遺跡が該当し,東方A遺跡と村岡北遺

跡は夏に,村岡南遺跡 ,常輪寺下遺跡 ,北条遺跡は秋にそれぞれ実施 されました。

西部開発 (県営畑地帯総合土地改良事業)第 9工区内の遺跡の調査を委託された場合は,受託さ

 ヽ   れるよう県教育委員会より市教育委員会へ連絡があり,お って南信土地改良事務所より,緊急発掘

調査について委託 した旨,市教育委員会へ依頼を受けたので,市教育委員会を中心に,村岡南遺跡

発掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行することとした。

10月 7日  南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締

結し,契約後 ,ただちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

村岡南遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  松沢一美  伊那市教育委員会教育長

副 委 員長  福沢総一郎 伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  坂井喜夫  伊那市教育委員長
″    向山雅重  長野県文化財専門委員
″    木下 衛  上伊那教育会会長
″    原 益久  南信土地改良事務所長
″    辰野伝衛  伊那市文化財審議委員

o      調査事務局  竹松英夫  伊那市教育委員会社会教育課長
`       ″    石倉俊彦       ″      課長補佐

.        ″    中村幸子       ″

発掘調査団

団   長  友野良一  日本考古学協会会員

副 団 長  根津清志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正     ″

調 査 員  小池政美      ″

″    辰野伝衛  伊那市文化財審議委員
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調 査 員 清水 満

福沢幸一

大田 保

柴登己夫

長瀬康明

本田秀明

堀□貞幸

深沢健一

丸山弥生

赤羽義洋

石岡憲雄

館野 孝

長野県考古学会会員

国学院大学学生

″
　
　
　
″

第 3節 発掘 日誌

昭和49年 10月 14日  本日より調査開始の運びとなった。日照時間は日一日と短く,ま た寒くなっ
ていくので,防寒用の為にテントを 2張 とする。これでテントも2張並び,発掘調査団らしくなっ

てきた。器材の点検を行ない,今後の調査に支障のないように万全を整える。このところ快天気が

続くので,調査期間中,こ の状態が続行 してほしいものだ。

昭和49年 10月 15日  作業員の人数も増し,仲良くやっていってもらいたいと思う。本日はブル ト
ーザーを入れて耕土剥ぎを実施した。現況は桑畑であったが ,耕土を取り除いてみると,下より黄

褐色土層混りの硬い地場層がみられ,水田をつくった事実が判然とした。ブル トーザーによる作業

終了後 ,グ リツト打ちを開始する。調査地域をA～ Cま で 3地区に分ける。A地区は東側の畑 ,B
地区は南西の畑 ,C地
区は西北の畑とし,そ

の中を南北に 1～ 25,

東西にA～ Kと し,グ

リツ ト名称の頭文字に

は地区名を採用するこ

|と する。遺物は縄文

1聟 i上器片数片出土 ,

‐
19年 10月 16日

昨・ 、18続 き,A地 区

に10カ 所ほど,新規の

グリツ トを掘ると,A
B18よ り多数の縄文中

発掘風景
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期土器片と木炭が検出でき,プ ランの一隅の色の違いが判然とし,第 1号住居址とする。遺構の存

在が,は っきりとすると,安心感とともに表現しようもない期待感が,胸中のどこかに潜んでいて

作業員達の道具を持つ手に力が自然に入る。A地区は中央部より西側は水田造成の折に破壊された

とみえて,調査を断念せざるをえなかった。作業の能率性を考えて,2班 に分けて, 1班 はB地区
に入れる。B地区は西側が深く,口 ,ム層まで深くて約 lm位 あぅた。 1班は第 1号住居址のプラ
ンを確認する。

昭和49年 10月 17日  第 1号住居址のプラン確認とともに,掘 り下げを開始する。遺物は昨日に増
して多数の縄文中期土器片が出土した。また床面上より焼土塊が検出され,住居址の様相を整えて

いった。B地区に8カ 所グリツトを入れてみると,縄文中期土器片が数点出土したのにとどまった

しかし,原地形の状態がべニルをぬぐかのごとくに,刻一刻と明らかになってきた。明日になれば

B地区の原地形は素人でも理解できるようになるであろう。

贈和49年 10月 18日  昨日に引続き,B地区のグリツトの掘り下げを行なった。昨日の念観であっ
たB地区の原地形が明らかになったもその内容は北から南傾斜,東から西傾斜と二つの傾斜面上に

位貢し,複雑地形にな―ぅている|グ リツトを掘れども,掘れども,遺物は少量出土するが,遺構ヘ

は当らず,作業員の志気もぁがらず,落胆の雰囲気が漂っていたも

昼食後,B地区傾斜面の平坦部!ζかかる地区に一つの丸い落ち込みが,目 にまぶしい程に黒々と
輝いて発見された。皆,『あらた』,『あぅた』と感嘆の叫びが発せられ,目を転じてみれば,顔

面が喜悦の表情で満ちあふれていた。黒い落ち込みの周辺グリツトを拡張してみると,凡そ,等間

隔で柱穴が検出され,第 1号柱穴群とする。柱穴群の範囲内より禾目茶碗の破片が出土し,中世遺

構,特に,あ ら城との手がかりをつかめたものと思った。新らためてであるが,遺跡発掘は最後ま

で,あ きらめてはいけないという教訓を得た。

昭和49年 10月 21日  第 1号柱穴群の全体を確め,精査はあとにまわすことにする。北西の桑畑に
グリツトを設定する。これをC地区とし,名称はA,B地 区同様に,南北に1～ 10,東西にA～M
とし,頭文字にCを付けることとする6ただちに,グ リツト掘りを開始した。遺物は多量に出土し

CClに ,黒い落ち込みがあり,第 1号土拡とする。また,CD4～ C14にかけて褐色土層面に
黒く,丸や,角状に落ちるみがみられ,第 2号柱穴群とする。

昭和49年 10月 23日  第 1号土拡の掘り下iげ ,第 2号柱穴群の範囲把握に,グ リツト掘りを各所に
わたって実施していると,CF9に方形の黒土の落ち込ぅ,CE9に 円形の落ち込み,C H10に 障
円形状の落ち込みが検出され;前より順に,第 1号地下倉,第 2号土拡 ,1第 3号土拡とする。CH
2に 人為的に埋められた,一見撹乱層のように思われる土層の変色があり,方形を呈していた。一

応これを第 2号地下倉と決める。第1号地下倉を掘り下げてみると,構築面より30clll位下ったレベ

ノィに無数の石が検出できた。第 2号 ,第 3号土拡を掘り下げ,同 日中に完掘し終える。

昭和49年 10月 24日 第 1号土拡の完掘を終えるが,遺物は何も出土せず。第 1号地下倉の石の清
掃をする。第2号地下倉の掘り下げをしていると,第 1号地下倉と同様石を敷いてあり,写真撮影

と実測を済ませるまで,手をつけられないので,そのままにしておく。グリツト掘りを西へ,西へ

と延長していくと,太陽が沈みかけた,ち ようど午後 4時頃に捜し求めていた堀がみつかり,つい
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にくるものがきたという感じになった次第である。

昭和49年 10月 25日  昨日,検出された堀のプラン確認に専念 した。堀は南北に長く,南は段丘崖

に,北は幾分カーブを描きながら,東 とへ回わっている模様である。

昭和49年 10月 26日  堀のプラン確認に努める。内堀のプラン確認

昭和49年 10月 28国  内堀に対し,外堀のプラン確認に主を置いて掘りすすめると,それは南側の

段丘崖まで続いているようだ。外堀をところどころ,掘 り下げてみると,底部に近い所に敷石がみ

られ ,こ れは飯島町,本郷 ,南羽場遺跡のA号溝址に類似している。

昭和49年 10月 29日  外堀の残った部分のプラン確認と,内堀のプラン検出,内堀は東側の段丘か

ら西へ向い,さ らに南側の段丘に続いていた。南側の段丘崖にも堀を掘った痕跡がみうけられた。

形としては,内郭を方形に取り囲き,城郭としては古い形態に属していると思われる。南北に走る

堀はプランが明確であるのに対し,東西のそれは,桑や水田の時に破壊されたとみえて,プ ラ
ン検

出にてこずった。

昭和49年 10月 30日  内堀のプラン確認と,本郭と呼んでいいかは不適当と思われる地区にグリツ

トを設定して,内堀の取上の都合により,堀に最も近い西側より掘り始めるが,水田や桑畑等の破

壊により遺構の検出は不可能と思われた。

昭和49年 10月 31日  本郭の地区に昨日実施した所より,東へ東へと延長していく,本郭地区全域

にわたって調査を実施したが,ど こにも遺構らしきものは見当らず,外堀の掘り下げを実施する。

入□と思われる所より古瀬戸の菊皿 ,内耳土器片の出土に本堀の大体の時代決定が可能となった。

昭和49年 11月 1日  外堀の掘り下げを実施する。午後 ,権現山より吹きおろす寒風が肌身に浸み

日一日と冬へ近ずく足音が聞えてくるようであった。明日も天気になるだろう。

昭和49年 11月 2日 外堀の掘り下げを実施する。ほぼ全掘を終える。

昭和49年 11月 5日  内堀の掘り下げを実施する。覆土中より内耳土器片が出土する。

昭和49年 11月 6日  内堀の掘り下げを実施する。

昭和49年 11月 7日  内堀の掘り下げ,第 3号土拡 ,第 4号土拡の掘り下げ,清掃をする。

昭和49年 11月 8日  内堀,外堀 ,第 1号住居址 ,第 1号柱穴群 ,第 2号柱穴群 ,第 1号地下倉 ,

第 2号地下倉の完掘,並びに全遺構の写真撮影

昭和49年 11月 9日  第 1号土拡から第 4号土拡までの実測 ,第 1号住居址 ,第 1号柱穴群 ,第 2

号柱穴群 ,第 1号地下倉 ,第 2号地下倉の実測

昭和49年 11月 11日  内堀,外堀の実測,全測図の作成

昭和49年 11月 12日  発掘器材のあとかたづけをする。
(小池政美)
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第 Ⅱ章 構

第 1節 住 居 址

月 2-

第 1号地下倉

4号地

第 3-

第■図 遺構配置図
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第 1号住居址  (第 2図 ,図版 2)

本址は第 4層であるローム層を掘り込み,南北B血 5 cm,東西 4m程の規模で円形プランを呈す
る竪穴住居址である。壁高は10～ 20cm位の範囲に含まれ,内傾気味であった。床面は全般的に軟弱

気味であり,と ころどころに堅

い叩きの箇所も認められた。

住居址の内部施設と考えられ

る柱穴や炉は桑の撹乱によって

しまってどこにも検出されなか

ぅた。内部の 3個の石はホノレン

ヘル不や花同岩であらた。

床面に密着して縄文中期初頭

の土器片がかたまって出土した

これらの土器片は編年で考えて

みる.な らば,関東地方の五顔ケ

台式:信州に於いては平出3A

式と呼ばれている。

前述した土器片だけが単独出

土した例は極めて少なく,内部

施設が完全な状態で出土したな

らば好資料になったと思われる

のに誠に残念であった。しかし

今後の資料に何か役にたつ面は

|あると層tう 。

:第
2節 土 拡

第 2図 第 1号住居址実測図

1第 1,号土拡  (第 3図 ,図版 5)

第 1号柱穴群の東南の端に位置し,南北 3m20cm,,東 西 l m70cmの長円形プランを呈 し:深 さは

75～ 80cIIl位 あった。状態は西壁が垂直に近く,他はなだらかな傾斜を成していた。東壁は各所にわ

たって凹凸がみられた:床面は堅く叩いた形跡は存在しなかった。覆土中よりわずかな炭化物の検
出がみられ,遺物の出土は全くなかった。

第 2号土拡  (第 4図 ,図版 6)

第1号地下倉の西倶1に位章し,第 3層 ,褐色土層面を掘り込んだ土拡で円形プランを呈していた

その規模は南北85こ五:東西75cm位 であり,高さは,5clll前後であった。状態は内面にわずかに傾斜状
になっていた6床面上に密着して4個のホルシヘルスの角礫があり,それは焼けていた。
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床面上には叩きらしきものは存在 しなかった。

られなかった。

覆土中より少量の炭化物があり,遺物の出土はみ

Q~~

第 3号土拡  (第 5図 ,図版 6)

第 2号柱穴群の北東の端に発見さ

れた土拡で,第 3層 ,褐色土層面を

掘り込み ,南北 l m70cm,東 西 2m

45clll程 の規模で ,東西に細長い長円

形プランを呈 している。深さは45cm

位を数え,壁の状態は内面に急傾斜

し,叩 き状の何かは存在しなかった

床面は叩きが存在せずに,軟弱気

味であった。覆土中に炭化物が検出

され,遺物は何も出土しなかった。

第 4号土拡  (第 6図 ,図版 6)

第 2号柱穴群の北側の方に,第 3‐

層,褐色土層面を掘り込んだ土拡で :

は75cm位であらた。

壁は内傾に近く,叩 きは存在しなかった。北東の隅にみられた柱穴は第 2号柱穴群の一つと思わ

れた。          1     .

床面は軟弱気味であった。遺物は何も出土せずに,少量の炭化物が検出された。

0       1m

第 3図 第 1号土拡実測図

その規模は南北 2m35cm,東西 l m35cm程を測定でき,深さ

。
|

0       1●

}Q
バ             」

第 5図 第 3号土拡実測図
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第 3節 堀  址

内堀  (第 7図 ,図版 2)

本内堀は城郭遺構の内部を区画するような

かっこうで発見された。内堀の構築された位

置は天竜〉|1形成段丘が南北に走り,戸沢川段

丘が東西に走っている。前段丘崖から西へ凡

そ45m程延長した地点で南に直角に折れて ,

南へ30m程続いて ,南側の段丘崖へとぬけて

いる。両段丘崖には人為的に掘られた跡がみ

られた。

次の本内堀の内部的な様相について触れて

みようと思う。幅は南側では4m,中央部で

は5m,北側では4m50cm位 であった。 第 6図 第 4号土拡実測図

段面はなだらかに内側へ傾斜をしていた。底面に散在 しているホルンヘルスは内郭の建造物の土

台に利用 したものと思われた。遺物は底面近くより内耳土器片が出土した。

南側より北へ約10m位寄ったところに溝の切れた箇所がみつからた。これはおそらく入口の一種

と思われた。

外堀  (第 8図 ,図版 3)

本外堀は城郭遺構の全体を取り囲むようにしている。規模並びに,深 さについては実測図を参照

してもらうことにして ,単刀直入に内部の様相について触れてみようと思います。外堀は北側で東

へとカーブをしており,カ ーブより南、 5m位のところで,溝が一部分切れており,ち ようどブリ

ッチ状になっていた。おそらく入□と断定できると思われる。この推定を裏付けできるかの如くに

南側と北側に門柱の跡が発見された。入□の南側の溝の中央部までは傾斜は平坦であり,溝底には

大小さまざまなホルンヘルスの自然石が平坦にわたってつまっていた。南の平坦部から傾斜面へ移

る個所へ拳大程の石が集石状にはいっていた。入□と思われる個所では南側と北側が,東西にわた

ってわんきよく状になっていた。

溝底のレベルは基盤全体が北から南への傾斜のために,レベルも同様に南へ行くに従って深くな

っていた。構築時にこのような工法を用いる方が安易であらたためと思われた。

溝底の石はその数において千個をはるかにこえており,石の形態は凡そ丸形が多かった。ホルン

ヘルスは明らかに人為的に埋めた事実が顕著であった。石の中には焼けて赤く変色したり,焼土や

炭化物が附着したものも全体の一割以上をもしめていた。石の下には溝底まで,黒土層がびっしり

とつまっており,堀 と石とでは時間差があるように思われた。

遺物は黄瀬戸の陶器片や内耳土器片が出土した。したがっておうよその時代は鎌倉時代から室町

時代の内に属していると思われる。
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最後に,城郭遺構を究明するには外堀や内堀の形態並

びにその存在位置 ,あ るいは自然的環境との問題,さ ら

に,それに伴なう附属施設 ,た とえば,郭 ,建造物 ,倉

庫,井戸等々,生活に密接する遺構を見つけだす必要が

あろう。いずれにしろ総合的な追求が重要視されねばな

らない。

(小池政美)

ー

ヽ

錢
〆

一鶉

第 7図 内堀実測図
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第 3節 柱 穴 群

第 1号柱穴群  (第 9図 ,図版 3)

本柱穴群はB地区のローム層面に12個検出された。その範囲は南北 8m,東 西 7m50cm位であっ

た。柱穴の深さは10cmか ら20cm位 に含まれていた。配列状態が割合に整然としていたのは,Pl,P4

P8,P7と P3,P4,P5,P6と P15,P8,P9,P10と で あった。遺物はローム層面に密着して鉄

釉 ,古瀬戸の陶器類が出土 した。またローム層面は固く叩かれていた。

生く)= ８

一◎
ど

〇
型ЭL◎こ ◎ず

01 ◎置

◎二 ◎ 産

◎
Ｊ

♂
◎

第 9図 第 1号柱穴群実測図
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第 2号柱穴群  (第 10図 ,図版 4)

本柱穴群はC地区の東半分位のところに住置し,褐色土層面に21個の柱穴が発見された。柱穴の

規模は大体において大差はなかった。形状については円形状のものが大多数を占め,な かにはRρ

ように角状のものも存在していた。特殊な柱穴としてはP14,P5の ように石をもっているものもあっ

た。柱穴の眼目となる配列については列状を成しているものは,東側と南側であり,それらの名称

はP15,P16,P17,P18,P19,東 側のP6,P12,P17,P21,P19の順であった。PHの南側に焼土のブロ

ックがみられた。これは当時の人々のカマドに使用した残りであろう。掘り込み面の土層は硬くな

ってはおらなかった:したがって建築構造物は板敷きであろう。               |

遺物としては,古瀬戸,鉄釉陶器片が出土した:したがうて時代は鎌倉時代から桃山時代に含まれ

るであろうと思われる。

第 4節 地 下 倉

第 1号地下倉  (第 11図 ,図版 4)

本地下倉は第 2号柱穴群の北側 ,西側が第 2

土層面を掘り込み ,南北 3m40cm,東西

3m85cm程 の規模を有 し,東西にやや長

いが ,隅 丸方形プランを呈 している。

壁高は北15cm,南 45cm,東 60cm,西 75

cm位 を測定でき:状態は南 ,北は垂直に

東 ,西はやや傾斜気味を示していた。

掘り込み面より20～ 30clll位下った面に

大小各種さまざまなホルンヘルスの自然

石が 300イ固前後配列してあった。敷石の

レベルは南から北へ ,東から西へ ,そ れ

ぞれにわずかな傾斜を成しているようだ

った。石は断面でみるように 2段になっ

ていた。敷石列の下に黒色土層が充満し

ていた。石の中には焼けたものや炭化物

の附着 ,あ るいは赤 くなうたのもあった。石を取 り除

の極めて良好なる叩きであって ,水平となっていた。

(小池政美)

号土拡に近接 した位置に発見された。第 3層 ,褐色

第 11図 第 1号地下倉実測 図

いて床面を精査してみると,同面はローム層

遺物は何も検出されなかった。

第 2号地下倉  (第 12～ 13図 ,図版 5)

第 2号柱穴群の南側に方形状の状態で発見され,その覆土は人為的に埋めたとみえて,その覆土

は黄褐色砂礫混りの土層であうた。その大きさは南北3m40cm,東西3m45cm位の規模を示してい

た。それ らの南東の隅に南北 l m 5 clll,東西 lm程の規模の突出し部分があった。突び出し部は幾
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分南傾斜を成しており,しかも,そ の底面は極めて固い叩きとなっていた。この部分の傾斜から判

断して出入□に利用したものではないか?そ の出入Elの際に踏みかためられて固くなったのと想像

できよう。地下倉の底部には敷石列があり,大小さまざまな石を千個前後配列してあり, レベルは

北側半分と南側半分とでは差があり,南傾斜状になっていた。,石質はホルンヘルスが全てであらた

石の上の覆土は褐色のロニム層の混りで,明 らかに人為的に埋められたものと察知できた。下の覆

土は黒色土が埋没の形で混入していた。

覆土中に多量の焼土と炭化物がみられ,明 らかに火災にあったものと判断できるが,如何なる理

由にて,こ のような石が並べられたかは二つ考えられると思われる。一つは湿気を防ぐための場合

もう=つは構造物の上に置いた場合とである:

遺物は出入口と思われるところより鉄釉の陶器片が出土している。

(小池政美)

◎
Ｐ．

「
◎
Ｒ

◎
」

L◎

O                 in

第12図 第 2号地下倉実測図
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グ

第 13図 第12号地下倉底部実測図

第 Ⅲ 土早

第 1節 土 器

土器の説明は表を作成 し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容説明を付記しておくことにする。

胎土 ,保存状態 ,色調についての記述は明 らかなる基準によったものではなく,筆者の主観によ

るものである。             . :.1 :  : .      (小 池政美)

-18-
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図版 番号 土 保存状態 色  調 厚さ(lull) 文 様 の 特 徴 備 考

７

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

多量の雲母

少量の長石

多量の長石

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

良
　
好

不
　
良

通

好
　
通

良
　
普

黄褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

赤褐色

茶褐色

黒褐色

7

6

6

7

7

8

11

11

10

7

8

8

7

7

沈  線

沈線 刺突文

沈線 縄文 隆帯

キャタピラ文

キャタピラ文 爪形文

キャタピラ文 隆帯

縄文 沈線

沈  線

文縄

第 1 号住居址

第 1表 出土土器の形状一覧表 (その 1)

図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚さ(mml 文 様 の 特 徴 備 考

8 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

多量の繊維

少量の長石

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

多量の長石

好

通

好

　

　

通

好

通

良
　
並
日
　
良
　
　
　
　
　
並
日
　
良
　
普

好

通

好

良

良

赤褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

茶褐色

黄褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

8

5

6

10

6

6

9

6

7

10

7

7

6

8

7

条痕文

爪形文 縄文

隆帯 刻目

隆帯 爪形文

沈 線

指頭圧痕文

沈 線

刺突文

沈 線

文

耳

縄

内

グ リ ツ ト

第 2表 出土土器の形状一覧表 (その 2)
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第 2節 石  器

石器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版 ,番号 ,名称 ,器形 ,石質 ,備考である。

(小池政美)

図 版 番 号 名    称 器  形 石  質 備 考

9 1

2

3

・4

5

6

7

8

9

打 製 石 斧

剥 片 石 器

石
　
石

磨

　

凹

短 冊 形 変 成 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

硬 砂 岩

変 成 岩

硬 砂 岩

第 1号住居址

第 3表 出土石器の形状一覧表 (その 1)

図 版 番 号 名    称 器   形 石  質 備 考

10 1

2

3

4

5

6

7

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

磨   石

乳 棒 状

短 冊 形

緑 泥 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

変 成 岩

硬 砂 岩

外 堀

グ リ ツ ト

第 4表 出土石器の形状一覧表 (その 2)
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第 Ⅳ章 ま と

村岡南遺跡は発掘調査以前,あ ら城という小字名の存在より,城郭遺構が発見されるのではない

かと大きな期待を寄せて調査にとりかかった。以前 ,明確になっていた事柄は小字名,あ るいは文

献等による究明にすぎず ,ま た近くの古老の言い伝えによる内堀の存在したことにすぎなかった。

今回,こ のような事例を参照にして,考古学的なメスを加えることによって,そ の地中に埋没し

ている古代の城郭をつきとめようと企画した理である。発掘調査に着手してみると,期待を常に寄

せていた通りの成果があがった。その内容は,住居址 1,土拡 4,内堀 ,外堀 ,柱穴群 2,地下倉

2であった。これらの遺構の要点をかいつまんで,述べていきたいと思う。

第 1号住居址は縄文中期初頭の住居址だけと判明したが,住居址に伴なう内部施設の形態は何一

つ加味しておらず,あ まり,参考にする資料としては不十分のように思われる。土拡は 4カ所発見

され,そ の形態 ,規模 ,深 さよリー般的にみられるのと大差はなかった。遺物の検出は全くなかっ

たが,遺構附近の出土遺物より察するに縄文中期時代の所産と思われた。

今まで述べてきた住居址 ,土拡は各々一つの遺構と考えてみても良いであろうが1こ れから述べ

ていく内堀 ,外堀 ,柱穴群 ,地下倉等々の遺構は一つの城郭遺構として,一連性があるという観点

のもとに考えを進めていく必要性がのぞまれてしかるべきであろうc城郭遺構のとらえ方として ,

構築された自然的条件 ,つまりに河岸段丘や山の利用等,あ るいは附近の時代的背景 ,小字名の究

明,社寺の存在等々の項目を抽出して総合的な学術調査が必要とされる。最近 ,城郭に関しては ,

以前のように歴史学だけではなくて ,考古学の面での依頼度が高くなってきた。長野県に於いて考

古学的な見地から城郭が調査された例としては,飯島町本郷南羽場 ,陣垣外遺跡 ,辰野村樋□内城

岡谷市小坂城跡 ,諏訪市大熊城跡等であった。これらの調査において,文献を裏付けできるような

好資料も続々し,今後の、調査方法に大きな光明を投げかけてくれた。このような事より今後の城郭

遺構調査のあり方として,考古学の面と,歴史学の面と合致した姿をとらなければならない。

また最後にできるだけ綿密な地形測量を必要とすることを強調したい。

(小池政美)

め
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懸

西側より遺跡地を眺む

遺跡地の近景

図版 1 遺跡全景
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第 1号住居址

内 堀

図版 2 遺構 (住居 l■及び堀址)
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外  堀

第 1号柱穴群

図版 3 遺構 (堀 tlL及び柱 Fや群 )
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第 2号柱穴群

第 1号地下倉

図版 4 遺構 (柱穴群及び地下倉)
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第 2号 地下倉

瘍 ．

一一
‘

ⅢII■|■■′■
'.:■ 111:●

:   `

第 1号 土 拡

図版 5 遺構 (地下倉及び土拡 )
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イ
|

第 2号土拡

第 4号土拡

石 臼

図版 6 遺構 (土拡)及び遺物出土状況
-27-
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図版 7 出土土器

1                               
¨

                                              ぅ

8

‖嵐 減戯 儡 韓
図版 8 出土土器
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出土石器

職

図版 10 出土石器
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常輪 寺 下 遺跡
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第 I章  発 掘 調 査 の経 過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は 昨年の上島,東方部落にわたって行なわれまし

た。本年度は東方 ,村岡 ,城 ,山本部落にわたり,そ の面積は60hOに 達している。

発掘調査は東方A,村岡北 ,村岡南,常輪寺下 ,北条の 5遺跡が該当し,東方A遺跡と村岡北遺

跡は夏に,村岡南遺跡 ,常輪寺下遺跡は秋にそれぞれ実施しました。

西部開発 (県営畑地帯総合土地改良事業)第 9工区内の遺跡の調査を委託された場合は,委託さ

れるよう県教育委員会より市教育委員会へ連絡があり,お って南信土地改良事務所より,緊急発掘

調査について委託した旨,市教育委員会へ依頼を受けたので ,市教育委員会を中心に,常輪寺下遺

跡発掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行することとした。

10月 7日 ,南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締

結し,契約後 ,た だちに発掘準備にとりかかった。

第 2節  調査の組織

常輪寺下遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  松沢一美  伊那市教育委員会教育長

昌1委 員長  福沢総一郎 伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  坂井喜夫  伊那市教育委員長
〃    向山雅重  長野県文化財専門委員
″    木下 衛  上伊那教育会会長
″    原 益久  南信土地改良事務所長
″    辰野伝衛  伊那市文化財審議委員

調査事務局  竹松英夫  伊那市教育委員会教育課長
″    石倉俊彦     ″      課長補佐
″    中村幸子     ″        主事

発掘調査団

団   長  友野良一  日本考占学協会会員

菖1 団 長  根津清志  長野県考占学会会員  ヽ

″    御子柴泰正    ″

調 査 員  小池政美    ″

辰野伝衛  伊那市文化財審議委員
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調 査 団 長野県考古学会会員

国学院大学学生

清水 満

福沢幸一

人田 保

柴登己夫

長瀬康明

本田秀明

堀口貞幸

深沢健一

丸山弥生

赤羽義洋

石岡憲雄

館野 孝

〃
　

　

〃

第 3 発掘日誌

昭和49年 11月 15日  午前中はテントの設定 ,地層調査を実施すると,台地の基盤は西から東の傾

斜のために,ロ ーム層は東へ行くほど深くなっていた。午後は遺跡地ヘグリツトを設定 し,グ リツ

ト地区はA～ C地区の 3つに分ける。A地区は北西の水田,B地区は東西の水田,C地区は東側の

水田と決める。AAlラ インを南へと10カ 所ほど ,グ リツトを掘ってみると,ロ ーム層面に各所に

わたって ,黒上の落ち込みが点在しており,一応第 1号柱穴群と考えた。

昭和49年 11月 16日  第 1号柱穴群の拡張をすると同時に,東へとグリツト掘りを進めていくと ,

A15に 黒土の落ち込みがみられ ,黒上の中に多量の焼土と炭化物が検出でき,住居址と決めるに

十分な条件を備えていると考え ,本年度 ,春先実施 した大規模農道発掘の折に住居址は第 7号住居

址まで確認されている

ので ,そ れに見習って

本址を第 8号住居址と

決定 した。第 8号住居

址のプラン確認につと

める。

昭和49年 11月 18日

第 1号柱穴群と第 8

号住居址のプラン確認

に ,その主llRを置き調

査を進める。本日は作

業員も増え,活気が漂

っていた。
発掘風景
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第 8号住居址のプラン確認作業の途中で ,同址の東側に褐色土の落ち込みがあり,こ れを第 9号

住居址とする。午後 ,第 8号住居址の掘り下げを開始すると,土器片が続々出土 し,一種の驚嘆が

背筋に走った。遺物は大般随口曽利 E式であった。

昭和49年 11月 19日  第 8号住居址の南償1を掘り下げていくと,黒土の落ち込みが点々としており
これを第 2号柱穴群とした。同掘り込み面に青磁 ,黄瀬戸,中 津川,天 目,鉄釉等,いわゆる施釉

陶器が出土 し,あ る程度の時代判別が明らかとなった。当地は大房丸 ,常輪寺創建等に関係の深い

地であった。草戸千軒町遺跡で発見された木札等のものが出土しないかと思った。

昭和49年 11月 20日  第 2号柱穴群の拡がりをつさとめようと考え,調査を進めると,南側はAW

61東側はAR101ま で伸びている模様であった。本日も縄文中期の土器片 ,施釉陶器が無数に出土
し,そ の量は大きなポリ袋に 5個 もあった。

昭和49年 11月 21日  第 2号柱穴群の東側に方形の黒上の落ち込みがあり,第 10号住居址 ,第 10号

住居址の北側に褐色上の落ち込みがあり,こ れを第11号住居址と決める。前住居址より須恵器,後

住居址内より加曽利 E式土器片が出土した。本日はおりしも,菜洗いには好天気の日であり,こ の

ような日が続いて欲しいものだ。

昭和49年 11月 22日  第10号住居址の掘り下げ,第 11号住居址のプラン確認を進めていくと,前住
居址の北側にもう一つ住居址が発見され ,こ れを第12号住居址とした。

昭和49年 11月 23日  第10号住居址のほぼ完掘を終える。それによると石組カマ ドを東壁中央にも
つ堅本住居址であった。遺物に関しては土師器 ,須恵器片が出土した。第11号住居址 ,第 12号住居

址のプラン確認に全力を注ぎ込む,遺物は加曽利 E式土器片が多数出土した。

昭和49年 11月 25日  第 8号住居址と第 9号住居址,第 11号住居址 ,第 12号住居址の掘り下げをす
る。第12号住居址の拡張をしていると,第 12号住居址に切られるような形で北側に住居址がみられ

これを第13号住居址とする。第11号住居」を東側へ拡張していくと,褐色土の落ち込みがみられ,

第14号住居址とする。

昭和49年 11月 26日  第 8号住居址 ,第 9号住居址 ,第 11号住居址 ,第 12号住居址 ,第 13号住居址
の掘り下げを実施した。第 8号住居址はほぼ完掘を終えた。南壁の近くに正位の埋甕 ,6本の主柱

穴 ,炉の形態も明確化する。第 9号住居址は床面上に一面にわたって ,土器片が,ち ようど土器を

敷き詰めたように検出され,足の踏み場のないような状態であった。本国よりB地区にも数力所に

わたってグリツト掘りを開始する。                                ｀

昭和49年 11月 27日  第 8号住居址 ,第 9号住居址 ,第 11号住居址,第 12号住居址 ,第 13号住居址

第14号住居址の掘り下げを行なう。第12号 ,第 13号住居址を除いて,他の住居址はほぼ完掘を終え    |
る。B地区に新らたに 2軒の住居址を検出した。

昭和49年 11月 28日  第13号住居址の完掘を終えるとともに,B地区の住居址附近拡張に専念し,
その規模把握につとめる。

昭和49年 11月 30日  第 8号住居址から第14号住居址までの最後の清掃並びに仕上げを行ない,写
真撮影を終える。

昭和49年 12月 2日  B地区,住居址確認個所の拡張につとめる。天候は不順であったけれども,
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仕事の都合上 ,作業を続行せざるをえなかった。

昭和49年 12月 3日  第 1号柱穴群の掘り下げを実施し,ほ ぼ完掘し終えるが,遺物は全く出土せ

ず,深 さは浅いのでは10cm,深いのは60cm位あった。任穴群の中に混って土拡が検出され,第 8号

土拡 ,第 9号土拡 ,第 10号土拡 ,第 11号土拡とし,どの土拡からも遺物が出土した。

昭和49年 12月 4日  第15号住居址のプラン確認と掘り下げを行ない,ほぼ,完掘を終える。第16

号住居址と予定したところは,住居址とはならなかったので,整理の都合上 ,第 16号住居址を欠番

とした。第17号住居址の掘り下げをしていると,同住居址の床面や壁をこわすかのようにして:円

形状の上拡があり,東より西へ向って第12号土拡 ,第 14号土拡 ,第 13号土拡とした。第13号土拡の

北壁に密着して蛇頭把手が出土した。第17号住居址は中期初頭が主体をしめている模様だった。

昭和49年 12月 5日  第17号住居址 ,第 12号～第14号土拡の完掘を終える。第17号住居址の床面上

より顔面把手が顔を上に向けて,ま た,第 14号土拡内より藤内式土器が出土した。 C地区の大規模

農道用地境の東側を掘っていくと,南側より第18号住居址,第 3号住居址,第 19号住居址,第 7号

住居llLと した。どの住居址からも漠大な土器片が出土した。

昭和49年 12月 6日  第 8号住居址,第 3号住居址 ,第 19号住居址,第 7号住居址の掘 り下げを行
なう。大体 ,完掘を終える。第 3号住居址より土偶の出土があった。埋甕は第 3号住居址,第 19号

住居址にあり,特に,第 19号住居址は 2つ みられ, 1つはわずかに下っていた。

昭和49年 12月 7日  本日は第 1号柱穴群 ,第 2号柱穴群の写真撮影 ,第 3号住居址 ,第 19号住居
址 ,第 18号住居llL,第 7号住居址,第 15号住居址,第 17号住居址 ,第 12号土拡 ,第 13号土拡 ,第 14

号土拡の写真撮影を終える。 全測図の作製をする。
昭和49年 12月 9日  第 8号住居址 ,第 9号住居址,第 10号住居址の実測を済せる。
昭和49年 12月 10日  第11号住居址 ,第 12号住居址 ,第 13号住居址の実測を済せる。
昭和49年 12月 11日  第14号住居址 ,第 15号住居址 ,第 17号住居址の実測を済せる。
昭和49年 12月 12日  第18号住居址 ,第 19号住居址 ,第 3号住居址 ,第 7号住居址の実測を済せる。
昭和49年 12月 13日  第 8号土拡,第 9号土拡 ,第 10号土拡,第 11号土拡 ,第 1号柱穴群,第 2号

柱穴群の実測を済せる。

昭和49年 12月 14日  発掘器材のあとかたづけをする。

(小池政美)
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第 Ⅲ章

第 1節 住 居 址

第 7号住居址  (第 2図 ,図版 6)

住居址はC地区の最北端にあって,西側は昭和49年度に実施した大規模農道発掘のおりに調査を

完了している。南北 5m,東 西 5m70cmの 円形で ,:東側はわずかに張し出し気味であ:る 。
壁は南東に高 ぐ,北西に低くなっている。状態としては,壁面自体に凹凸があらた。   i

床面は口=ム層の叩きで凹凸が顕著であらたし柱穴は 4本主柱穴であり,そ れはP4,P7,P91P12

であった。炉は中央よりやや東寄りに位置し,南北55cm,東 西60cm程の範囲内に焼土があり,ま た

それは極めて厚 く

地床炉の形態をと

っていた。西側に

花同岩があり,,そ

れは炉石 となって

いた。 PIは 貯蔵穴

と思われる。

遺物は曽利 f式

の完型に近い土器

が出土 した。

遺物は有孔つば付

土器 ,曽利 I式の

完型に近い土器は

口縁部が無文帯で

大部分を占め ,□

縁直下より隆帯や

沈線による懸垂文

が垂下 しており ,

器形は円筒形を呈

していた。

その他 ,石器の

類 も多量に出土 し

その数に於いても

吟味を加える必要

があると思 う

地 M

第 1図 遺構弔置図
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第 2図 第 7号住居址実測図

第 8号住居址  (第 3図 ,図版 2)

A地区の西より,第 9号住居址の西寄りに接するように発見された。南北 5m,東 西 5m15clll程
のほぼ円形で,壁は全般的には低く,高いところでも20数 clllであった。壁は内傾で,軟弱気味であ

った。床面はローム層の極めて硬い叩きになっており,ほぼ水平を呈 していた。主柱穴は 6本で ,

それはPl,P2,P3,P4,P5,P6で ある。
炉は中央よりやや北寄りに位置し,方形の石囲炉である。南側と東側は石が抜かれていた。

炉縁石は花同岩で,内面は焼けており,炉底の焼土は割合少なかつた。

遺物は炉を中心として床面より10数cm位浮いて全面にわたって出土した。土器の下の土は黒土層

であった。埋甕の位置は南壁に近いところに南北に 2つ並んで正位の状態で出土 した。南側のは床

とほぼ同一レベルで,北側のは,それより10cm位下った土層面であった。 2つ とも渦巻文様を持つ

加曽利 E式であった。
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第 9号住居址  (第 4図 ,図版 2)

本址は第 8号住居址の北側に近接して発見されたが,南北 4m90cm,東西 5m10cm程 の規模を持

ち,不整円形プランを呈する竪穴住居址である。壁は全般的に低く,東 は不明であった。床面は全

般的に軟弱気味であり,わずかな叩きを呈し,多少の凹凸があった。また,同面上の石はホルンヘ

ルスであった。

柱穴は構築当時

は 4本主柱穴と思

われたが ,発掘で

は 3カ 所 しか発見

されなかった。 も

う一カ所は撹乱に

よって ,不明とな

ってしまった。

炉は中央より北

側にあり,形状は

長円形状のすりば

ち状の炉で ,現在

はホル ンヘルズの

拳大程の石 3個が

入っていた。

焼土の堆積は厚

く,石 も焼けてい

た。炉内には多 く

の土器片が出土 し

極だったものとし

ては炉壁には完型

に近い土器が密着

して出土 した。

f

第 3図 第 8号住居址実測図

遺物は床面より10cm位 浮いて炉を中心として敷いたように広がっていた。加曽利 E式土器片が出

土 した。

第10号住居址  (第 5図 ,図板 3)

A地 区の第11号住居址と北西の一隅で接するようにして検出された。南北 3m95m,東 西 3m70

cmで ,壁高30cm位を測 り,隅丸方形プランを示すものである。 ローム層を掘り込み ,黒土の覆土が

落ち込んでいる。壁は内傾気味で ,叩 きが良好であった。

床面は極めて良好なる叩きで ,凹凸がある。柱穴は 4本柱と思われたが,北西の一角に一本存在

-12-



したと思われるが,第 11号住居址の切り合い関係により,現在はなかった。

カマ ドは東壁の中央部に位置し,石組粘土カマ ドで,石材はホルンヘルスであった。煙道と思わ

れるところに土師器の甕が出土した。

遺物は土師器の甕 ,須恵器の杯 ,須恵器の自然釉の瓶が出土 した。

第 4図 第 9号住居は実測図

第11号住居址  (第 6図 ,図版 3)

本址は第10号住居址と接して発見され,南壁は第10号住居址に切られている。南北 6m5cm,東

西 6m10cm位 の円形状の竪穴住居址で,西 ,南 ,東壁は深く,北壁は浅い。状態は内傾気味で,軟

弱であった。床面は軟弱気味で,各所にわたって凹凸が顕著であった。

柱穴は 6本であったと思われるが,切 り合い関係が複雑なので,深 さより判断できた。
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炉の位置は中央部にあ

り,た らい状に落ち込み

焼土は炉底に集中してい

た。ホル ンヘルスは東側

の炉壁面に密着 していた

埋甕は第10号住居址の

壁に近いところと ,Jヒ壁

の近 くに正位の状態で出

土 した。 これ らはいずれ

も加曽利 E式であった。

新 1日 関係は第12号住居

址を切り,第 10号住居址

と第14号住居址に切 られ

ている。

埋甕の出土状態は南側

のは東半分が ,ま っぷた

つに分れており,そ の破

片はどこにも発見されず

意図的に ,ま たはなくな

ってしまったのかは,現

段階では不明であった。

第12号住居址  (第 7図 ,図版 4)

本址は第11号住居址に切られ ,ま た第13号住居址を切るような状態で発見された。規模は切り合

いの為に推定によると,南北 3m50cm,東西 3m95cm程 で,円形プランを呈する竪穴住居址である。

壁の状態は内傾気味と,浅いためとたび重なる切り合いによって良好ではない。床面はローム層

の叩きで凹凸があった。炉は中央よりやや北側によったところにあり,凹 み状の落ち込みになって

いた。内部より焼土が少量検出された。

炉縁石と思われるものは 3個あり,すべて花同岩であり,焼けて炭化物が附着していた。遺物は

加曽利 E式の土器片が大部分を占めており,な かに混じって東海系の土器片も出土した。

第13号住居址  (第 7図 ,図版 4)

本址は第12号住居址に切られるような形で発見された。切り合いにより南北は推定ではあるが ,

3m10cm,東西は 3m35cm程 の円形状の竪穴住居址である。壁高は撹乱気味や,そ の他のことで20

位に満たなかった。状態は内傾気味であった。床面はローム層の叩きで,極めて良好である。

柱穴は撹乱が顕著すぎて 1カ所の検出にすぎなかった。埋甕炉と思われる土器があった。その周

第 5図 第10号住居址実測図
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辺は赤く焼けていた。その土器は平出3A式土器と呼ばれ,縄文中期初頭と思われた。
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― 第 6図 第 11号住居址実測図

第14号住居址  (第 8図 ,図版 4)

本址は第11号住居址を切るような位置に発見された。南北 4m80cm,東西は推定ではあるが 5血

位の円形プランを呈する竪穴住居址である。壁高は北西が高く,南は低く,東は調査不可能であっ

た。状態はやや内傾気味で,タ タキ状のものはなかった。床面はローム層の叩きで大体水平であっ

た。主柱穴は 4本と思われるが,北東の一カ所は調査不能により不明であったが,完掘すればおそ

らく発見されたであろう。

炉は住居址の中央部に位置し,南北 l m 10cm,東西 l m 10clll,深 さ30cm程 の規模ですりばち状に

掘られ,炉縁石と思われる石は炉底にくずれておちていた。それは焼けて赤くなり,焼土がこびり

ついていた。遺物は加曽利E式であった

/G＼
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第15号住居址 (第 9図 ,図版 5)

今まで述べてきた住居址と離れ

て,A地区の終末の場所に位置し

ており,南北 5m50cm,東 西 4m

30clll程 の規模で不整円形状の竪穴

住居址であった。

壁高は高いところでも10数cm位

であり,状態は内弯気味であった

床面はローム層の叩きで,極め

て凹凸が著しかった。炉は中央よ

りやや南寄りにあり,南北80cm,

東西80clll程の円形状の焼上の堆積

で,地床炉の形態をとっている。

遺物は加曽利 E式であった。

第17号住居址 (第 10図 ,図版 5)

発掘された遺構中,最南部にあ

り,南北 4m5cm,東西 3m90cm

の大きさで,北側がつぼまり,南

側はややひろがる円形状プランを

呈する竪穴住居址であった。

壁高は20数 clll位あったが,状態

は土拡によって切られていたので

はっきりした様相は不明であった

床面は極めて良好なるローム層

の叩きであり,水平を示していた

柱穴は 3カ 所検出されたが,3カ

所の土拡による破壊が著しくて ,
第 7図 第12号,第 13号住居址実猥J図

はっきりした本数は不明であった。住居址の中央部と思われる場所に阿玉台式の甕が埋甕状になっ

ており,それは焼けていることより,炉 として使用されたように思われる。

遺物は平出 3A式土器片が多かった。特殊な遺物としては勝坂期の顔面把手があお向けにして出

土した。

第 3号住居址  (第 11図 ,図版 6)

調査地域のC地区に発見された縄文中期の竪穴住居址である。南側は第18号住居址を切り,北側

は第19号住居址に切られている。南側は周溝による切り合いの為に存在しなかった。他のそれは20

‘

ト

ー

Ｉ

Ｔ

第 12号住居址
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～25cmの 範囲に属している。

状態は内傾気味で,軟弱であ

り,かつまた凹凸が顕著であ

った。

床面は極めて良好なるロー

ム層の叩きであり,大般水平

であるが,あ ばた状の凹凸が

各所にみられた。

柱穴は 4本等間隔状に配置

され ,深さは40cm前後と一一定し

していた。壁面直下に幅10～

20cm i深 さ10cIIl程 の周溝が全

周している。

炉は中央より北よりに位置

しており,南北 lm,東西 1

m程の円形状の落ち込みを利

用している。焼上の状態は壁

面には全くみられず ,炉底に

厚 く堆積 していた。炉壁にはこまかな凹凸が認められ ,わずかな叩きになっていた。壁面は内弯気

味で ,す りばち状を呈 していた。

遺物は南東の隅に埋甕が 2個並んで発見され ,レベルは東側が高 く,西側はそれより10cm位 下 っ

た面にあった。それ らは加曽利 E式であった。

第18号住居址  (第 11図 ,図版 7)

本址は北側が第 3号住居址によって切 られているが,推定円形プランと思われる。.規模は切 られ

た関係で ,南北 5m25cm,東西 5m80clll程 を測定できる。壁高は北側は存在 しないが ,南側 ,東側

は30cm位に含まれている。状態は垂直に近 く,軟弱気味であり,凹凸が各所にみられた。

床面は極めて良好なる叩きで ,凹 凸が顕著であらた。柱穴は 4～ 5本 とみ られる。周溝は東側か

ら南側にかけて ,幅 20～ 30cm,深 さ30cm程である。炉の位置は中央より北よりで ,炉縁石はホル ン

ヘルスで囲まれており,そ れ らの中に同 じくホル ンヘルスが敷いてあった。石の間には焼土が充満

していた。

遺物は炉の南側より加曽利 EI式の甕が正位で出土 した。炉の東側の穴の中より南壁に定着 して

倒立状に土隅が出土 した。

第19号住居址  (第 12図 ,図版 7)

C地区にかかって発見された ,縄文中期の竪穴住居址である。北側に第15号土拡が本址を切るよ

P4-56

P2

第 8図 第14号住届址実測図
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うな形で ,南側は本址が第 3号住居址を切るような様相になっていた。

形状はローム層を掘り込み,南北 5m40c口 ,東西 5m45cm程の規模で ,円形プランを呈 し,壁高

は20～ 30cm位の範囲内に含まれている。状態はわずかに内傾気味で,壁面に凹凸が顕著であった。

柱穴は典型的な 4本主柱穴であり,発掘された住居址中最右翼のものと考えられる。底部は固くた

たかれていた。

床面はローム層の極めて良好なる叩きであり,あばた状の凹凸が認められ ,全般的には水平床と

みてよかろう。壁面直下に沿って,幅 20cm,深 さ10cm程の周溝が全周していた。

炉は中央と思われる場所に位置し,南北 1■ ,東西 lm位の方形状の石囲炉であった。南側と西

側は石が抜れていた様子が明瞭に判別できた。炉底に焼土が充満し,す りばち状に落ち込んでいた

南側にはホルィヘルスの自然石 (厚 さ10cm位 )の下に正位の埋甕があった。それは加曽利 E式で

ある。

02瀬

躙
?゛

ǵI

,、 r゛

キ
の  ~~

罵‐31

0口嘔=="_町 ==「
‐19

Ｑ
争

第 9図 第 15号住居址実測図
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一　ｆ

第10図  第17号住居址,第12-14号,16号土拡実測図

第11図 第 3号′第18号住居址実測図

一…19-―



第 19号住居址

第12図

0 ltn
:---Et

第19号住居址,第 15号土拡実測図

第 2節 土 拡

第 8号土拡  (第 13図 ,図版 9)

第 1号柱穴群内に検出された土拡で,南北87cm,東西85cmの 円形 ,深さ60cm位にローム層を掘り

込んでいる。壁面は袋状で内傾気味を呈し,凹 凸がわずかに認められ ,叩 きは存在しなかった。

床面はローム層のわずかな叩きであり,覆土中より少量の炭化物が検出された。遺物は加曽利E

-20-



式であった。

第 9号土拡  (第 14図 ,図版 9)

第 1号柱穴群の西端に発見された土拡である。南北87cm,東 西は

推定ではあるが lm位の楕円形で,西は28clll位掘り込んでいる。

壁面は全般的に内傾に近い,南壁に接してホルンヘルスの自然石が

存在 していた。床面はローム層のゎずかな叩きで、あった。遺物は加

曽利 E式土器片が出土 した:

第10号土拡  (第 15図 ,図版 9)

第 1号柱穴群の南端に発見された土拡である。南北 2m40cm,東

西 l m40cm程の規模で,不正円形を呈している。壁高は20～ 30cm位

の範囲に属し,状態は北壁は傾斜が急である。壁面の西側には凹凸

がはげしい。     .         :

床面はローム層のわずかな叩きで,多少の凹凸があった。遺物と

した。                  1 1:

第11号土拡  (第 16図 ,図版 9)

第 2号柱穴群の北端に検出された土拡である。壁高は深く,60cm位

を推定できるo規模は南北 l m45cm,東西 l m30ch程の規模を有して

いる。

壁の状態は北は垂直に近く,南は内傾している。東壁は凹凸が著し

い。床面はロニム層のタタキがあり,中央部はやや高くなっている。

覆土中より少量の焼土や炭化物が検出され,遺物としては加曽利E式

土器片が少量出上した。 第14図 第 9号土拡実測図

第16図 第H号土拡実測図

A

一

―

第 13図 第 8号土拡実測図

しては加曽利E式土器片が出土

4

―
A

―

第15図 第10号土拡実測図
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第12号土拡  (第 10図 ,図版5)

第17号住居上の東側を切るようにして検出された土拡である

`南
北 2 m O clll:東 西2m17C■程の

向形プランを呈している。壁高は40cIIl前後を測定で|,状態は華直に近か|た :床面早極めて尋好

なるローム層の叩きであった。遺物は加曽利E式上器であった。

第13号土拡  (第 10図 ,図版)            .

第17号住唐址を切るような形で発見された土拡である。南側は角状にとび出した形
になっており

大般由形プランを皇している。
1規模は南北2m,東西 l m65dm位を測定できる。壁高は30cm前後を

呈している。壁面は堅く叩れており,垂直に近くなっている。

床面はローム層の極めて良好なる叩きとなっている。遺物は勝坂式であらた。

第14号土拡  (第 10図 ,図版 5)

第17号住居址の東壁を切るような状態で発昇された土拡であるb円形プランを呈 し,そ の規模は

南北 1■ 15ci l東西 1血 10cmを測定できる。壁高は南は高くて25品程あり,状態は極めて良好なる

たたきで ,垂直に近かった。床面は口〒ム層の極めて良好な叩きであった。

遺物は床面上に藤内式の土器がつぶれた状態で出土した。

第15号土拡  (第 12図 ,図版 9)      :

第19号住居址の北壁を切るょうな状態で発見された土拡である。規模
は南北 2■ 80こm)東西 lm

45cm程を測定でき:た。壁の状態は垂直に近いが切り合い関係が複雑なた
めに壁面の凹凸は著 しい。

床面は口|ム層の極めて良好なる叩きであり,最下部のものは礫層混りのロ
ーム層であった。床

面たくっついてホ

'レ

ンヘノィスの自然石があちた。床面に近いと
ころより加曽利E式の完型に近い土

器が伏った状態で出土した。

第16号土拡  (第 10図 ,図版 5)

第17号住居址の東壁を切るような状態で発見された土拡である。その大きさ
は南北 l m10品 ,東

西l m 5cm程を測定できた。壁は垂直に近く,床面はローム層の‖口き状になっていた。

遺物は加曽利E式が多量に出土した。

(小
:池
‐政 美 )
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第 3節 柱 穴 群

第 1号柱穴群  (第 17図 ,図版 8)

本柱穴群は発掘地区のA地区の北西の隅に発見され,その規模は南北 7m80clll,東 西 5m35cm程

を測定できる。調査の都合によって全体的な配列や実体を把握するのはおおいに疑間点が残るので

12個発見されたピットについてその見解を述べてみたいと思う。まず柱穴のプランであるが円形状

のものとしては Pl,P3,P5,P7,P8,P9,Pl。 ,Pl l,P12,楕円形のものとしては P2,P4,不 整形

状のものとしてはP9がそれぞれ列挙できよう。

次に大きさについてであるが ,小型のものとしてはP3,P5,P12,中位のものとしてはPl,P8,

P9,Pl。 ,Pl l,大型のものとしてはP2,P4,P7,極 めて大きなものとしてはP6が指摘でき

よう。

深さに関 しては浅い

ので 9～ 10clll,深 いの

で36cm位 とばらばらで

あった。最後に柱穴群

の重要なポイントとな

るのはその配列状態で

あろう。 これ らを究明

するには当然全面発掘

が必要であり,そ の時

点で ,柱穴の南北 ,東

西の距離 ,ま た深さ等

の諸項目を含めた上で

考えて見るべき必要性

があることをつけ加え

て述べておこう。

遺物は古瀬戸 ,中津

川 ,美濃 ,織部 ,黄瀬

戸 ,青磁陶器片 とあら

ゆる種類の陶磁器類が

出土 した。これ らはい

ずれも粕薬をかけたい

わゆる施柚陶器と呼ば

れるものであった。

時代は鎌倉時代から安土

桃山時代迄と思われた。
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第17図 第
‐
1号柱穴群実測図

-23-



第 2号柱穴群  (第 18図 ,図版 8)

本柱穴群はA地区の南側よりB地 区の北側にかけて発見された。規模に関しては全面1発掘が不可

能なのでその実体は把握できなかった。ただ無数のピットの存在 ,あ るいはピットの形状 ,並びに

深さより何時代にもわたっていることは明らかなる事実である。

遺物は古瀬戸 ,中津川 ,美濃 ,青磁片の多量な出土がみられ,こ れよりも重複関係等々がうかが

われる。これら多量の施釉陶器の出土は犬房丸伝説 ,小出氏の小出城 ,常輪寺創建等の歴史的事項

を裏付けできる最も好資料となろう。 (小池政美 )
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第 18図 第 2号柱穴群実測図
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第 Ⅲ章  遺

第 1節 土  器

土器の説明は表を作成し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容説明を付記しておくことにする。

胎土 ,保存状態 ,色調についての記述は,明 らかなる基準によったものではなく,筆者の主観に
よるものである。

図 版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚さlmm) 文 様 の 特 徴 備 考

Ｈ
　
″
　

″
　

″
　

″
　

″
　
″
　
″
　

″
　
″
　

″
　

″
　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

多量の長石

少量の雲母

多量の雲母

少量の長石

良

普

良

　

　

　

並
日
　

　

　

　

良

普

好

通

好

通

好

通

黒褐色

黄褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

7

8

9

8

9

9

8

10

7

7

8

9

11

爪形文 縄文
沈線 刺突文
沈線 粘土紐
沈線 縄文
粘土紐 刺突文
沈線 刺突文
沈 線

懸垂文 沈線
粘土紐

沈線 縄文
沈 線

第 8号住居址

第 1表 出土土器の形状一覧表 (その 1)

図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚さ{llull) 文 様 の 特 徴 備 考

‐２

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

多量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の長石

少量の長石

好良

普  通

良  好
普  通

良  好

茶褐色

黒褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

9

8

6

4

6

7

6

7

6

6

8

10

隆線 刺突文
粘土紐 沈線
沈 線
粘土紐

粘土紐 沈線
粘土紐 沈線 刻目
沈 線
縄文 沈線
沈 線
縄文 沈線
粘土紐 沈線

第 9号住居址

第 2表 出土土器の形状一覧表 (その 2)
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図 版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色 調 厚計mll) 文 様 の 特 徴 備 考

‐３

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

少量の長石

良 好

通

好

並
日

良

並
日

良

通

好

茶褐色

赤褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

白灰色

土 師 器

須 恵 器

第10号住居址

第 3表 出土土器の形状一覧表 (その 3)

図版 番 号
ム
ロ 土 保存状態 色 調 厚 さlmm) 文 様 の 特 徴 備 考

‐４

　

″
　

〃
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

１

２

３

４

５

・６

７

８

９

１０

Ｈ

多量の長石

少量の雲母

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

良  好

好

通

良

普

通

好

並
日

良

赤褐色

黄褐色

赤褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

茶褐色

赤褐色

14

8

6

6

7

7

6

7

6

8

6

隆帯 刻目
沈  線
沈線 刻目
隆線 沈線 刻目
隆線,沈線

沈  線
刺突文 縄文
磨消縄文

第11号住居址

第 4表 出土土器の形状一覧表 (その 4)

図版 番号 土
ム
ロ 保存状態 色  調 厚 さ(llull) 文 様 の 特 徴 備 考

15 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

多量の長石

少量の雲母

多量の雲母

少量の雲母

多量の雲母

少量の雲母

少量の長石

多量の雲母

通

好

通

好

普

良

普

良

好

通

好

通

良

普

良

普

通

黒褐色

茶褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

茶褐色

沈

隆線 沈線

隆線 沈線
粘土紐 沈線
沈

綾杉文

渦巻 沈線

線

線

線

沈

第12号住居llL

第 5表 出土土器の形状一覧表 (その 5)
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図版 番号 胎 土 保存状態 色  調 厚さ(llllll) 文 様 の 特 徴 備 考

1 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

少量の長石

少量の雲母

多量の雲母

多量の長石

少量の雲母

多量の雲母

少量の雲母

多量の雲母

少量の長石

良

通

好

通

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

黒 褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

赤褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

赤褐色

茶褐色

赤褐色

8

8

7

8

7

10

8

8

7

5

10

9

5

10

7

沈 線
沈線 刻目

沈線 縄文
沈線 隆帯
縄文 懸垂文
縄文 沈線 刺突文
縄 文
縄文 沈線
刺突文 沈線
縄文 沈線

刺突文 沈線
縄文 沈線
沈 線

第13号住居址

第 6表 出土土器の形状一覧表 (その 6)

図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚 さlmm 文 様 の 特 徴 備 考

17 l

2

3

4

5:

6

7

8

9

10

11

12

少量の長石

多量の雲母

少量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

通

好

通

″

　

　

″

　

　

″

　

　

″

　

　

″

　

　

　

　

　

　

　

″

　

　

″

　

　

″

良

普

良 好

茶褐色

黄褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

9

8

7

8

9

8

7

6

6

5

11

8

渦巻 刺突文
隆線 刺突文
隆線 綾杉文
隆線 沈線

渦巻文

縄文 沈線
隆線 沈線 縄文
綾杉文

懸垂文 綾杉文

第14号住居址

″

　

″

　

″

　

″
　

″

　

″
　

″

　

″

第 7表 出土土器の形状一覧表 (その 7)

図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚さlIIIm) 文 様 の 特 徴 備 考

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

多量の長右

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

通

好

通

好

通

日
良

普

良

普

良 好

通

良 好

茶褐色

黄褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

8

7

9

8

11

8

10

12

10

9

7

10

爪形文

隆線 沈線
隆線 刻目 沈線

沈線 刺突文
隆線 刻目
粘土紐 沈線
沈 線
粘土紐

沈 線

粘土紐

第15号住居llL

第8表 出土
=器
の形状T覧表 (その8)
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図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色 調 厚さlr」 0) 文 様 の 特 徴 考備

19 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

多量の雲母

多量の長石

少量の長石

少量の雲母

少量の長石

少量の雲母

少量の長石

通
　
　
好
　
　
　
　
　
　
通
　
　
　
良

通

並
日
　
　
良
　
　
　
　
　
　
　
並
日
　
　
　
不

普

赤褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

7

9

6

8

9

8

9

10

7

6

9

10

7

線沈

沈線 縄文
沈 線
沈線 指頭圧痕文
キャタピラ文

キャタピラ文 刺突文

沈線 刺突文
キャタピラ文 束J突文

隆線 沈線文

沈線 刺突文
刺突文

隆線 キャタピラ文
縄文 沈線

第17号住居址

図版 番号 月台 土 保存状態 色  調 厚さ(祠 文 様 の 特 徴 考備

２０

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

　

″
　

″
　

″
　

″

1

2

3

4

5

6

7`

8

9

10

11

12

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

通

良

好

通

不

良

普

赤褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

８

７

１０

８

１０

１０

６

７

８

６

１０

８

隆線 刺突文
渦巻文

懸垂文 沈線
粘土紐

隆 線

隆線 綾杉文
綾杉文

渦巻文

沈 線
隆 線

第18号住居址

第10表 出土土器の形状=覧表 (その10)

第 9表 出土土器の形状二覧表 (その 9)

２‐

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

〃

1

2

3

4

5

6

7

8

9

1()

11

12

多量の雲母

少量の長石

少量の雲母

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

少量り)長石

茶褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

赤鶴色

黒褐色

沈 線

隆帯 刻目
隆線 刺突文
隆線 刻目
縄文 沈線
隆線 沈線
綾杉文

沈線 縄文
縄 文

やl 文

好

通

好

良

普

良

10

9

7

11

12

7

10

8

9

8

7

7

第19号住居址

″

　

″
　

〃
　

″
　

″
　

″

通

好

通

普

良

普

文 様 の 特 徴

第11表 出土土器の形状一覧表 (その11)
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図版 番号
ム
ロ 上 保存状態 色 調 1享 さ(mm) 文 様 の 特 徴 考備

22 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

多量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の長石

多量の雲母

少量の雲母

良

普

i li

女予

通

好

通

好

通

良

普

良

普

赤褐色

黒褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

赤褐色

色褐ハ 7

9

10

8

7

Cl

8

5

8

8

10

9

8

粘土紐

沈 線

隆線 綾杉文

沈 線
沈線 綾杉文
利L 文
隆線 束1突 文
隆 線
隆線 刺突文
沈 線
縄文 沈線

第 3号住居 l」L

第12表 出土土器の形状一覧表 (その12)

図版 番号 土 保存状態 色 調 厚さ(llllll) 文 様 の 特 徴 考

２３

　

″
　

″
　

〃
　

″
　

〃
　

〃
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

少量の長石

多量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

多量の長石

多量の雲母

好

良

好

良

不

良

不

並
日

通

良

通

赤褐色

黄褐色

赤褐色

黄褐色

茶褐色

赤褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

8

7

5

10

5

6

8

10

9

6

7

8

12

沈線 刺突文
隆線 刺突文
粘土紐

粘土紐 沈線
縄文 沈線
縄 文
隆線 綾杉文

沈線 縄文
粘土紐

粘土紐 綾杉文
水J突文

綾杉文

釘J7'」・イ|:ム I:JII

第13表 出土土器の形状一覧表 (その13)

第 2節 陶 磁 器

陶磁器の説明は表を作成し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別

に簡単な内容説明を付記しておくことにする。

本来ならば時代を考える必要があるが,専門家による鑑定を必要とするので,今回は省略させて

イ′らい,後の機会に発表したいと思います。                (小 池政美)
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図  版 番 号 器 形 色 調 厚計lull) 備 考

24 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

青 磁 碗
青 磁 皿

青 磁 碗
青 磁 皿

青 磁 碗
灰 釉 皿

折 縁 皿
灰 釉 小 皿

大 甕

甕 底 部

灰 釉 碗
お ろ し皿

鉄 釉 碗
鉄   釉

薄 青 色

緑 青 色
薄 緑 色

緑

茶

白

色

色

色

黒 茶 色
黒 色

7

6

5

8

5

6

5

6

8

10

11

7

6

5

10

5

3

グ リ ツ ト

第 12号住居址

グ リ ツ ト

第14表 出土陶磁器の形状■覧表 (その 1)

第 3節 石  器  :     ■

石器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版,番号,名称,器形,石質,備考である。

(小池政美)

図  版 番 号 名 称 器 形 石 質 備  考

25 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

打 製 石 斧

打 製 石 匙

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

錐石

石

錐

磨

石

撥  形
短 冊 形

乳 棒 状

短 冊 形

型縦

緑 泥 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

花 同 岩

緑 泥 岩

蛇 紋 岩

花 同 岩

緑 泥 岩

花 商 岩

第 8号住居址

第 9号住居址

第15表 出土石器の一覧表 (その 1)
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図 版 番 号 名 称 器  形 石  質 備 考

26 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

括

スクレーパ ー

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

錐石

撥  形
乳 棒 状

定 角 式

定 角 式

短 冊 形

緑 泥 岩

蛇 紋 岩

黒 燿 石

蛇 紋 岩

花 商 岩

緑 泥 岩

花 商 岩

緑 泥 岩

変 成 岩

第11号住居址

第12号住居址

第 16表 出土石器の形状一覧表 (その 2)

図 版 番 号 名 称 器   形 石  質 備 考

27 磨 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 匙

打 製 石 斧

剥 片 石 器

定 角 式

短 冊 形

撥  形

縦  型

短 冊 形

蛇 紋 岩

緑 泥 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

便 砂 岩

第14号住居址

//

//

//

//

//

第17表 出土石器の形状一覧表 (その 3)

図 版 番 号 名 称 器  形 石  質 備 考

28 1

2

3

4

5

6

7

8

9

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 匙

打 製 石 斧

打 製 石 斧

錐石

石敵

乳 棒 状

撥  形

横  型

定 角 式

短 冊 形

緑 泥 岩

硬 砂 岩

蛇 紋 岩

変 成 岩

便 砂 岩

緑 泥 岩

便 砂 岩

第15号住居llL

第17号住居址

第 18表 出土石器の形状一覧表 (その 4)
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図  版 番 号 名 称 器  形 石  質 備 考

29 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ 石

磨

凹

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 斧

定 角 式

乳 棒 状

撥  形

撥  形

短 冊 形

撥  形

緑 泥 岩

安 山 岩

緑 泥 岩

変 成 岩

緑 泥 岩

蛇 紋 岩

硬 砂 岩

第18号住居llL

第19号住居址

第19表 出土石器の形状一覧表 (その 5)

図  版 番  号 名 称 器   形 石  質 備 考

30 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 匙

打 製 石 斧

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

打 製 石 匙

錐石

定 角 式

乳 棒 状

短 冊 形

縦  型

撥  形

定 角 式

撥  形

型横

蛇 紋 岩

緑 泥 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

硬 砂 岩

蛇 紋 岩

硬 砂 岩

チヤー ト

第 3号住居址

第 7号住居址

第20表  出土石器の形状=覧表 (その 6)
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第 Ⅳ 立早 ま

常輪寺下遺跡は昨年春 ,大規模農道路線内の発掘調査の結果より,今回の調査に念ずる期待は当

初よりきわめて大であった。 しかし,諸条件の都合上遺跡地に指定された面積のほんの僅かな地点

に留まった。このようなことより,ま だ幾多の問題が残されているが,調査の結果,知 り得た問題

点を取り上げて,す応 ,ま とめて供したいと思う。

A 常輪寺遺跡の自然的環境

小黒川の河岸段丘上に発達した遺跡の南側の所謂小出地籍には ,豊富な水量を持つ湧水があり,

これを無視して遺跡を述べることはできない。信濃で有名な八ケ岳山麓の井戸尻 ,尖石両遺跡でも

明解なように縄文中期時代の集落址は湧水集落とまで云われ,集落の近くには必ず湧水が存してい

る特徴をもっている。当常輪寺下遺跡はこの通例に該当し,遺跡地の西側の扇状地の扇測部と思わ

れる位置に湧泉が現在でも3カ 所程存在 し,豊富な水量を誇り,湿地地帯を形成している。

最後に,当 常輪寺下遺跡の全面発掘が可能であったならば 100軒をこえる住居址の発見がなされ

たであろうことは想像に難くないのである。

B 各住居址の特色

今回の発掘調査で検出された住居址は,縄文中期時代に属するもの12軒 ,土師器のもの 1軒で,あ

った。縄文時代のうちで 1軒は時間の都合によって完掘できなかった。まず縄文時代から順に特徴

を説明していくことにしようと思う。

縄文時代の住居llLは 全て円形プランであった。住居llLの 内部施設としてまず炉を考えてみよう。

縄文中期時代の代表的な石囲炉は第 8,18,19号住居址であり,第 18号住居llLの炉内には石を敷い

てあった。埋甕炉としては第13,17号住居址,地床炉としては第15, 7号住居址 ,凹 み状の炉とし

ては第 9:11,12,14, 3号住居址であった。

埋甕を有するもの第 8,11,19, 3号 住居址であった。その諸特徴は二個並んでいたものは第 8,

3号住居址 ,南側と北側に離れて 2個存在していたものは第11号住居址 ,石蓋のあったものは第19

号住居址であった。

土師器の住居址は第11号住居址を切るような形で発見され,第 10号住居llLと 命名した。隅丸方形

の住居址で,東壁に石組粘土カマ ドを持つものである。

C 出土遺物について

縄文時代の出土遺物は縄文中期時代全般にわたり,編年でいわれている梨久保式,五領ケ台式 ,

平出3A式 ,阿玉台式 ,勝坂式 ,加曽利E式であった。極わだった特徴ではあるが,加 曽利 E式の

なかに混 じって,同時代の東海,美濃,近畿地方の土器片が数片みられた。

その他の遺物として土師器,須恵器,灰釉陶器,常滑焼 ,古瀬戸 ,中津川,美濃,青磁,黄瀬戸等

の破片が相当量出土した。                         (小 池政美)

めと
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西側より遺跡地を眺む

東側より遺跡地を眺む

図版 1 遺跡全景
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第 8号住居址

第 9号住居 llL

図版 2 遺構 (住居 llL)
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第10号住居 t■

欝
鶴躙●
● イ澪.

鎌●

第 11号住居址

図版 3 遺構 (住居 址 )
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11::デ
,

|■|lif

第 12・ 13号 住居址

第14号 住居址

図版 4 遺構 (住居址)
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鰤 通

第17号住居址

図版 5 遺構 (住居址 )
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第15号 住居址

ψ
`了



尚
籍

靱
l韓颯|=

徊熙̈
姓

ご
峰
証

勒

・・かす

第 7号住居址

櫨 か  

―

・
:

ヽ t

驚騨
lh

第 3号住居址

図版 6 遺構 (住居址)
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導
i渉鷲
:||‐ |も

第18号住居址

第19号住居址

図版 7 遺構 (住居址)
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第 1号 柱穴群

第 2号柱穴群

図版 8 遺構 (柱穴群 )
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第 8号 土拡

第15号土拡

図版 9

陶器出土状況

遺構 (土拡)及び遺物出土状況
-42-

第 9号 土拡

第10号土拡 第H号土拡



土器出土状況 須恵器出土状況

土器出土状況 土偶出土状況

顔面把手出土状況 石棒出土状況

図版10 遺物出土状況

-43-



5

:9

図版H 出土土器

′

図版12 出土土器
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魃 蒻 蘊9隋Ю椰 1

‐
洵 熔
魃″9

陪
鰤 膊
熙

13

図版 13

図版14 出土土器

-45-

出土土器



餞靡玲靡菫
i5

餡 14

1110         
‐

図版15 出土土器

図版16 出土土器

-46-



魃
図版17 出土土器

鰊

図版 18 出土土器

-47-
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第 I章 発掘調査の経過

第 1節 発掘調査の経緯

西部開発事業 (県営畑地帯総合土地改良事業)は昨年の上島,東方部落にわたって行なわれまし

た。本年度は東方 ,村岡 ,城 ,山本部落にわたり,そ の面積は60数 haに達している。

発掘調査は東方A,村岡北 ,村岡南 ,常 輪寺下 ,北条の 5遺跡が該当し,東方A遺跡と村岡北遺

跡は夏に ,村岡南遺跡 ,常輪寺下遺跡 ,北条遺跡は秋にそれぞれ実施されました。

西部開発 (県営畑地帯総合土地改良事業)第 9工区内の遺跡の調査を委託された場合は ,受託さ

れるよう県教育委員会より市教育委員会へ連絡があり,お って南信土地改良事務所より,緊急発掘

調査について委託 した旨,市教育委員会へ依頼を受けたので ,市教育委員会を中心に,北条遺跡発

掘調査会を結成し,こ の中に調査団を含めて業務を遂行することとした。

10月 7日 ,南信土地改良事務所長と市長との間で「埋蔵文化財包蔵地発掘調査委託契約書」を締

結し,契約後 ,た だちに発掘準備にとりかかった。

第 2節 調査の組織

北条遺跡発掘調査会

調査委員会

委 員 長  松 沢 一美  伊那市教育委員会教育長

副 委 員長  福沢総一郎  伊那市文化財審議委員会委員長

委   員  坂 井 喜夫  伊那市教育委員長
″    向 山 雅 重  長野県文化財専門委員
″    木下  衛  上伊那教育会会長
″    原  益久  南信土地改良事務所長
″    辰 野 伝衛  伊那市文化財審議委員

調査事務局  竹 松 英 夫  伊那市教育委員会社会教育課長
″    石 倉 俊 彦       ″      課長補佐
″    中村 幸 子       ″        主事

発掘調査団

団   長  友 野 良 一  日本考古学協会会員

副 団 長  根 津 清志  長野県考古学会会員
″    御子柴泰正      ″

調 査 員  小 池 政 美     ″

″    辰 野 伝衛  伊那市文化財審議委員
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調 査 員 清水  満

福 沢 幸 一

太田  保

柴 登 己 夫

長 瀬 康 明

本 田 秀 明

堀 口 貞 幸

深 沢 健 一

丸 山 弥 生

赤 羽 義 洋

石 岡 憲 雄

館野  孝

長野県考古学会会員

国学院大学学生

〃
　

　

〃

第 3節 発掘 日誌

昭和49年 12月 17日  北条遺跡は段丘を境にして二つに分けた。まず最初に上段より手を着けた。
発掘器材を運搬 し,テ ントを設営 ,グ リットの設定,そ の名称は西より東へA～M,北 から南にか

けて 1～ 25と する。A9,C ll,F19,G ll,に それぞれ黒土の落ち込みを見い出した。前よりそ

れぞれ第 1号住居址 ,第 2号住居址 ,第 3号住居址 ,第 1号土拡と命名する。

昭和49年 12月 18日  昨日,検 出された遺構の掘 り下げ ,住居址は土師器,須恵器 ,灰釉陶器片が

出上 し,奈良時代から平安時代に至る住居llLと 判明した。遺物の量は割合に少なかった。

昭和49年 12月 19日  第 1号住居llL,第 2号住居址 ,第 3号住居llL,第 1号上拡の完掘 ,第 1号住
居址は東側に,第 2号住居 l■は西側に,第 3号住居址も同様 ,西側にカマ ドを持っていた。

昭和49年 12月 20日

各住居址並びに土拡

の清掃をすませ ,写 真

撮影を終了する。午後

下の段へ移動 し,グ リ

ットを設定する。

rl和 49年 12月 21日

EHに 落ち込みがみ

られ ,拡張 していくと

いく 'に も l■ さなって

いるよ |・ った。それ

で南側より第 2号住静:

址 ,第 3号住居址 ,第

纂
旨

景発

-6-
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4号住居址 ,第 5号住居址 ,第 6号住居址 ,南西の一隅に落ち込みがあり,第 1号住居llLと する。

昭和49年 12月 22日  第 2号住居址 ,第 3号住居址 ,第 4号住居址 ,第 5号住居址 ,第 6号住居jlL

第 1号住居址の完掘をする。第 1号住居址の東側に落ち込みがあり,落ち込みは 2つみられ ,前者

を第 7号住居址 ,後者を第 8号住居址とする。

昭和49年 12月 23日  第 7号住居llL,第 8号住居址の完掘を終える。第 7号住居址の南側に落ち込

みがみられ,こ れを第 9号住居址とする。第 9号住居址の東狽1に 落ち込みがあり,こ れを第 10号住

居址とする。

昭和49年 12月 24日  第 3号住居址の東側を精査していくと,切 り合い関係で,住居址が検出され

これを第11号住居址とした。また,第 10号住居llLの南側に黒色土の方形の落ち込みがみ られ ,第 12

号住居址とする。第 1号住居址,第 2号住居址 ,第 3号住居址 ,第 4号住居llL,第 5号住居 l■ ,第

6号住居址 ,第 7号住居址 ,第 11号住居址の写真撮影をする。

昭和49年 12月 25日  第 8号住居址 ,第 9号住居址,第 10号住居址 ,第 12号住居llLの 掘 り下げを実

施 し,ほ ぼ完掘をすませる。第 8号住居址 ,第 9号住居 llL,第 10号住居址は縄文中期加曽利E式 ,

第 12号住居址は平安時代と判明した。

昭和49年 12月 26日  第 8号住居址 ,第 9号住居址 ,第 10号住居址 ,第 11号住居址,第 12号住居址

の完掘と写真撮影を終える。 全損1図 の作製をする。

昭和49年 12月 27日  第 1号住居址 ,第 2号住居址 ,第 3号住居址の実測をする。

昭和49年 12月 28日  第 4号住居址 ,第 5号住居址 ,第 6号住居址の実測をする。

昭和49年 12月 29日  第 7号住居址 ,第 8号住居址 ,第 9号住居址の実測をする。

昭和49年 12月 30日  第10号住居址 ,第 11号住居址 ,第 12号住居址の実測をする。

昭和49年 12月 31日  発掘器材のあとかたづけをする。            (小 池政美)
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第Ⅲ章

節 1節 住 居 班

遺 構 (そ の 1)

第 1号住居址  (第 2図 ,図版 2)

本址は発掘地区の最西端に発見され ,砂礫混りの黄褐色土層を掘り込んだ隅丸方形プランを呈す

る竪穴住居址であり,その規模は南北 4m55clll,東西 4m10cm程を測定できる。

壁高は南 ,東は低く20数 clll,北 は高 く40数 cmを計る。状態は全般的に内傾気味で,壁面のところ

どころに細礫が露出していた。床面は黄褐色土層のわずかな叩きで,大般 ,水平であり礫が異々と

していた。

カマ ドは東壁の中央部に位置 し,石組粘

土カマ ドと思われるが ,現在は粘土が剥落

してしまった。焚口と思われる位置に焼土

が多量に充満 していたも石材は花同岩が主

であった。

遺物はカマ ド内より土師器の甕がつぶれ

た状態で出土 した。

第 2号住居址 (第 3図 ,図版 2)

本址は発掘された遺構の最南部に発見さ

れた。南北 3m75clll,東西 4m10cm程 の隅

丸方形プランの竪穴住居址で ,ロ ーム層に

掘 り込んである。壁は20数 clllか ら30clllの範

囲に含まれ ,幾分 ,内 傾気味に削ってある

床面はローム層の叩きであり,そ の硬さ

はカマ ド周辺では良好 ,他は軟弱であった

カマ ドは西壁中央部に位置し,石志粘土

カマ ドで ,中央部の煙道は若干凹ませ ,双

方に花同岩の自然石を規則正 しく配列 し ,

くずれないように両面にわたって粘上をは

りつけてあった。花同岩はよほど火をうけ

たとみえてボロボロの状態であった。床面

の北側には周溝が回っていた。

遺物は土師器,須恵器 ,灰釉陶器片が出

土 した。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

る

0.Ч
E=コ.暉嘔

==口
」£
m

第 1図 遺構配置図 (その 1)
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第 3号住居址 (第 4図 ,図版 3)

本llLは 発見された遺構の中で中央部に位置し,ロ ーム層を基盤とする南北 5m60ci,東 西 4m75

cm程の隅丸方形の竪穴住居址である。壁は内弯気味に掘り込まれ,北壁 ,南壁には礫が露出してい

る。床面はローム層の叩きで,多少の凹凸がある。

カマドは西壁中央部と思われる場所に位置し,,石組粘土カマ ドで,両袖の外側に粘土を貼 り付け

てあった。柱穴

は住居址内に主

柱穴を ,壁に沿

って ぐるりと一

周するかのよう

に補助穴があけ

てあった。

遺物は土師器

須恵器 ,灰釉陶

器片が出土 した

遺物の出土状態

においては,特

にカマ ドの南側

住居 l■の中央よ

りやや南側に ,

それぞれ 1個体

分の杯が上向き

に ,床面に密着

して出土 した。

(小池政美 )

第 2節 土

第 2図 第 1号住居址実測図

第 1号土拡 (第 5図 ,図版 3)

本土拡は検出された遺構のなかで最も東側に位置している。第 3層 ,表土層面より40m位下った

砂礫混りのローム層を掘り込み ,南北 2m60clll,東西 2m15cm程 で長円形状プランを呈している。

壁の状態は急傾斜で内傾しており,た たき状になっていないので ,崩落しやすい状態であった。

床面はローム層で ,た たき状のものは存在しなかった。床面に密着している石はホルンヘルスや

花同岩の自然石であり,なかには焼けたのも存在していた。

遺物は覆土内より木炭や焼土が検出された。時代決定となりえるのは縄文中期土器片が 3片 くら

の

輪

0        1m

拡

い出土 した。

-9-
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第 3図 第 2号住居址実測図

第 4図 第 3号住居址実測図
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第Ⅲ章  遺 構 (そ の 2)

第 1節 住 居 址

第 1号住居址 (第 7図 ,図版 7)

発掘した遺構中,最西部にあって南北5m15cm,東 西 5m40cm程の隅丸方形の竪穴住居llLで ,ロ

ーム層を掘り込んでいる。壁高は 5～ 25 cmあ って,やや内傾気味であり:特に東壁は極端になだら

かであつた 6

カマ ドは北壁の中央部に位置 し ,

部分は崩壊 して しまい,東西に走

る礫群がカマ ドの面影を残 してい

る。この附近はカマ ドの存在性を

実証するかの如 くに,粘土と焼土

の存在性が顕著であった。

遺物は土師器 ,須恵器の出土が

顕著であった。

第 2号住居址 (第 8図 ,図版 7)

発掘地区の西端部の住居址群で

第 6号住居 jlLに半分位重なってい

る。南北 2m90cm,東 西 3m50cm

程の隅丸方形の竪穴住居址である

壁は切り合い関係で北壁 ,東壁

の存在性は不明であった。状態は

やや内傾気味であった。

床面はローム層の叩きで ,大般

水平となっている。床面に密着 し

ている自然石は花同岩やホル ンヘ

ルスであった。

柱穴は 4本だと思われる。ただ

北東のは存在 しなかった。残 りの

3本はP8,P17,P19,で あろう。

カマ ドは西壁に近いところに多

量の焼土群がみ られた。これがカ

マ ドの破壊 されたなれの姿と思わ

石心粘土カマ ドであるが ,後世の破壊によるものとみえて,大

第 6図 遺構配置図
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れる。遺物は土師器と須恵器が出土した。最後に切り合い関係であるが,本址が第 6号住居jlLを切

っている形である。

0       !昴
薇 晰

第 3号住居址 (第 9図 ,図版 8)

西側を第 5号住居址 ,北西で第 4号住居址 ,北側で第11号住居址を切るような状態で検出された

南北 3m70cm,東 西 3m75cm程の隅丸方形プランの竪穴住居址である。壁の状態は内傾気味である

床面は黄褐色土層の貼床で ,極めて良好である。主柱穴は各コーナーに 4本あり,北西のと,南

東のは柱穴と貯蔵穴と思ぼしきものとを併用 したものであろう。カマ ドは西壁の中央よりやや南寄

りに位置した石粗粘土カマ ドであろう。構築状態は外側に石を置き,石 と石の間に粘土を貼り付け

てこわ されないようにしてあった。
°
火力が強かったか ,ま たは長期間使用 したとみえて,がんらい

黄褐色であるべき粘土が赤く変色していた。焼土はカマ ド内部はもちろんのこと,周 辺にも多量に

第 7図 第 1号住居l■実測図

― ]2-



堆積していた。遺物は土師器,須恵器であった。

第 4号住居l■ (第 9図 ,図版 8)

東側の南半分は第 3号住居llL,北半分は第11号住居址に切られる位置に発見された。本址の規模

は東側は切られてしまって大きさは不明であるが ,推定で考えてみよう。南北 4m40cIIl,東 西 4m

前後の長円形プランを呈している。壁高は20clll前後であって,状態はやや内傾気味で ,た たき状の

ものは存在しなかった。床面はローム層自体に構築され,極めて軟弱であった。

柱穴は当初では 4本あったと思われるが,南側のは第 3号住居址によって破壊されてしまったの

で,現在は 3本となってしまった。炉は住居址の中央部と思われる位置にあり,方形の石囲炉で ,

石材はホルンヘルスであった。炉の近くに勝坂期の新しい土器がつぶれた状態で出土した。

第 5号住居址 (第 8図 ,図版 7)

本址は南側は第 6号住居址に,南東は第 3号住居址に切られた状態で発見された。ローム層を掘

り込んで ,構築当時は推定ではあるが ,南北 5m,東 西 5m50clll程 あったと思われ ,そのプランは

円形であろう。周溝が西から北にかけて回わっている。壁の掘り込みはやや内傾気味であり,ま た

多小の凹凸も認められた。

床面はローム層中に設けられ ,軟弱気味であった。主柱穴は 5本あったと思われるoそ れはPl,

P2,P3,P5,P7で あろう。P5,P7は第 6号住居址と併用されている場合が多いと思われる。

炉は中央より北よりにあって,石囲炉である。炉縁石は南側と南西の一部は抜きとられたかっこ

うとなっていた。内部は焼土の堆積は少なく,炉石の内面に黒々と炭化物の附着がみられた。

遺物は加曽利 E式の土器片が出土した。

第 6号住居址 (第 8図 ,図版 7)

本址は第 5号住居址の南側に同住居址を切るような姿で発見された竪穴住居址であって,南北 5

m50cm,東西 5m80cmの 円形プランを呈 している。壁高は南側は第 2号住居址によって切られてし

まって存在せず ,北側は第 5号住居址を周溝によって切っている。西は30cm,北 は20cIIl,東は30clll

でやや内傾気味であって多少の凹凸がみられた。

床面はローム の軟弱な叩きで,細かな凹凸が認められた。炉は中央より北寄りに位置し,方形
の石囲炉であり,炉縁石はホルンヘルス,花同岩であった。南側の石は抜き取られた跡が明瞭であ

った。断面はすりばち状で,底部には焼土が赤々と堆積していた。柱穴は 6本と思われた。P5,P7

は第 5号住居址と併用していると考えられる。

遺物は加曽利E式の土器片が出土した。

第 7号住居址 (第 10図  図版 8)

本址は東側で第 8号住居址と近接 して発見された。南北 5m75clll,東 西 5m55cmの円形プランの

竪穴住居址で,壁面直下に幅10～ 30clll,深 さは15～20clll位 の周溝が全周していた。

-13-
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壁高は30卸位で ,状態は内傾気味であった。

く,他は軟弱であった。主柱穴は壁に沿って ,

床面はローム層の叩きで,炉を中心とした附近は硬

ほぼ等間隔に 6本検出された。それはPl,P2,P3,

型
／

4号 ,H号 住居址実測図

一 ]5-
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P5,P6,p7で あった。炉の東側,炉 内に数多くの細礫が検出されたが,人為的な何かであろうも

炉は住居址の中央部よりやや西寄りにあり,石の抜きとられた跡が ,は っきりとした。断面はい

くぶんすりばち状を呈していた。覆土中からは焼土と木炭の検出量は少なかった。

遺物は加曽利 E式の土器片が出土した。

第 8号住居址 (第 11図 ,図版 9)

本址は発見された遺構群のほぼ中央部に,南側は第 7号住居址に近接して発見された。南北 7m

東西 5m70 cm程 の長円形状プランを呈する竪穴住居址である。

壁高は20～30cmの範囲内に含まれている。状態はわずかに内傾気味で,叩 きは存在しなからた。

主柱穴は 4本 ,あ るいは 6本位だと思われた。

床面はローム層中に設けられ ,極めて軟弱であり,炉のレベルより床を推定するような状態であ

った。

炉は住居

址の中央部

附近に位置 |

し,方形の

石囲炉であ

った。炉縁

石は全面に

わたってま

わっており

北側の長い

のをのぞい

てすべて花

間岩であっ

た。長いの

はホル ンヘ

ルスであり

それは焼け

て筋が乱入

していた。

炉底には多  C

くの焼土が

充満 してい

た。

遺物は加

0        1m

第10図 第 7号住居址実測図

― ]6-



曽利 E式土器片が出土した。

0       1n

第 H図 第 8号住居址実測図

第 9号住居址 (第 12図 ,図版 9)

本llLは 検出された遺構の最南部に,ま た北側は第10号住居 llLと 隣接している。南北 5m95cm,東

西 5m50cm程 の円形プランの竪穴住居址である。壁高は40～50cm前後を計え ,状態はやや内傾気味

で ,わずかに叩き状になっていた。

-17-



床面は砂礫混りのローム層の極めて良好なる叩きで ,大体水平となっている。北壁の壁面直下に

周溝が回わっている。また点在している石は全てホルンヘルスであった。柱穴は 6本存在 し,深い

ものは60cmに も達していた。

炉は住居址の中央より東側にあり,炉の位置としては例が少ない。炉石は東側と北側の壁面と底

部にあるだけであったが,抜き取られた跡がわかり,し たがって,構築時は石が周囲を取りまいて

いたのだと思われる。

遺物は加曽利 E式土器片が出土した。

/

魏1●

一 第 12図 第 9号住居址実測図

第10ち |ヒ居力L(第 13図 ,図版10)

本址は南側の半分位が,第 9号住居址と接していた。南北 4m85clll,東西 4m15cm程の規模を有

一 ]8-



し,円形プランを呈する竪穴住居址である。壁高は30cm前後を示し,状態は内傾気味であった。北

壁の近くに周溝がめぐっていた。

柱穴は 4主柱穴で,4本 とも美事に発見された。それはPl,P5,P8,P9である。炉は中央部より
やや東側よりに 床面をすりばち状に掘 り込んで炉と使用したらしく,内 部より多量の焼土と木炭
が検出された。炉壁から炉底にかけて土器片を全面にわたって敷きつめてあり,土の部分はどこに

もみあたらなかった。土器片は全部で 2個体分位あったように思われた。また土器片に焼土がこび

りついていた。このような炉は当然 ,湿気を防ぐ為であろうことは定説のようになっている。

遺物は加曽利 E式土器片が出土した。

第11号住居址 (第 9図 ,図版 8)

本址は西側で第 4号住居址を切り,南側は第 3号住居址によって切られ,満足な姿では検出され

なかった。規模は推定するに南北 3m50cm前 後 ,東西 4m80cm位の東西に長い円形状プランを呈す

る竪穴住居址である。

壁高は西側で10cm,南 側は第 3号住居址によって切られ,北側は20cm,東 側は10 cm位を測定でき

た。状態は内傾気味で ,た たきは存在しなかった。

床面は砂礫混 りのロ

ーム層面に構築され ,'

わずかな叩き状になっ

ており,水平床を呈 し

ていた。

柱穴は複雑な切り合

い関係によったために

明確に把握できずに終

って しまった。     A
炉は住居址の中央部

と思われる所にあり ,

石は現在 1カ所だけ存

在 していた。他のもの

は抜かれた跡が歴然と

していた。ふ りかえっ

てみるに,構築時は方

形石囲炉の可能性が強

いように思われた。

遺物は勝坂期の新 し

い所が主体となってい

た。 第13図 第10号住居址実測図
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〆

P9-32

n



第 12号住居址 (第 14図 ,図版10)

本llLは 発見された遺構の中で ,最東部に位置し,南北 5m,東 西 4m15 cm程 の隅丸方形の竪穴住

居址でローム層を掘り込んでいる。

壁は30～ 40clll位あり

多少の凹凸気味のとこ

ろがあった。

床面は砂礫混りのロ

ーム層の極めて良好な

る叩きであって ,ほ ぼ

水平を呈 している。

柱穴は Jヒ佃1に 2カ 所

いずれもコーナーにあ

る。南側に 3カ 所 ,一

直線状になっていた。

カマ ドは西壁中央部

にあり,石組粘土で ,

芯は花商岩か ら成 り ,

その外側にくずれない

ように粘土をはりつけ

てあった。底部は赤々

と焼けていた。北側に

寄 った壁のところが一

段低 く掘ってあり,何

を意味するかは不明で

あった。

遺物は土師器,須恵

器片が出上 した。

(小池政美 )

◎

］

O       l“

― 第14図 第12号住居址実測図
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第 Ⅲ

第 1節 土 器

土器の説明は表を作製し,一見のもとに理解できるようにした。一覧表の見方について項目別に

簡単な内容的説明を付記しておくことにする。

胎土 ,保存状態 ,色調についての記述は,明 らかなる基準によったものではなく,筆者の主観に

よるものである。                              (小 池政美)

図版 番 号
ム
ロ 土 保存状態 色  調

陽
6

9

7

4

7

7

5

文様の特徴 備 考
４

　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″
　

″

l

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

少量の長石

少量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

良好

普通

良好

普通

良好

白灰色

赤褐色

白褐色

赤褐色

白褐色

赤褐色

黒褐色

白灰色

色褐赤 土 師 器

須 恵 器
土 師 器

灰 釉 陶器

土 師 器

須 恵 器
灰 釉 陶器

|[i][[|カ

マ
ド

第 1号住居址カマ ド

第 1号住居址カマ ド

第 3号住居址

第 2号住居址

第 2号住居llL

第 1号住居址

第 3号住居址

第 1表 出土土器の形状一覧表 (その 1)

図版 番 号 土 保存状態 色  調 盃

７

６

６

４

６

７

５

５

４

５

７

７

５

文様の特徴 備 考

12 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

多量の雲母

少量の雲母

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

良好 赤褐色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黄褐色

黒褐色

白灰色

土 師 器

須 恵 器

土 師 器

須 恵 器′
灰 釉 陶 器

1露

〔言住層量

第 2号住居址

第 1号住居址

第 2号住居址

第 1号住居址

第 2号住居址

第 2表 出土土器の形状一覧表 (その 2)
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図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 馘

５

４

５

４

３

３

１ｌ

Ｈ

ｌＯ

■

８

７

１０

文様の特徴 備  考
13 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

普通

良好

普通

良好

黒褐色

黄褐色

白灰色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

土 師 器

須 恵 器

沈線 ,刻 目
湯益泉彪断泉,亥 1目

櫛 形 文
櫛形文 ,刻目

隆線,刻 目
沈線 ,刻 目

隆線 ,沈線

第 3号住居址

第 4号住居l■

第 3表 出土土器の形状一覧表 (その 3)

図版 番号 土 保存状態 色  調 釉

７

８

１０

８

７

９

７

９

８

７

■

６

６

文様の特徴 備  考
14 １

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

Ｈ

ｌ２

‐３

多量の雲母

少量の雲母

多量の雲母

少量の雲母

良好

普通

良好

普通

良好

普通

茶褐色

黒褐色

黄褐色

赤褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

茶褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

沈線 ,刻 目

隧断泉,湖訴泉,亥 1目

渦巻,沈線

隆線 ,刻 目

隆線 ,刻 目

隆線,沈線
沈線

粘土紐

沈線 ,刻 目

隆線 ,沈線

隆線沈線諫|は
隆線,沈線

離

第 5号住居址

第 4表 出土土器の形状一覧表 (その 4)

図 版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 厚さ

_mm__
7

6

6

8

8

10

8

7

6

6

7

8

文様の特徴 備  考

15 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

良好

普通

良好

不良

普通

良好

普通

良好

不良

黒褐色

茶褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

茶褐色

沈線

粘土紐 ,沈線

沈線 ,刻 目

沈線該J目 隆線

隆線 ,

沈線

隆線 ,

沈線

沈線

縄文

沈線

隆線 ,沈線

第 6号住居址

第 5表 出土土器の形状一覧表 (その 5)
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図 版 番号 胎 土 保存状態 色  調 鮮

５

６

６

７

１０

８

７

８

５

７

８

７
|

文様の特徴 備  考
16 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

少量の雲母

多量の長石

少量の長石

多量の雲母

良好

普通

良好

黒褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

赤褐色

黒褐色

黄褐色

1纏握,沈線
縄文 ,沈線

隆線 ,沈線

沈線

隆線 ,沈線

沈線 ,隆線

沈線 ,綾杉文

湯J泉メ歌 ,用」I夕丈

没線 ,櫛形文

連]瓜文,沈線

隆線 ,綾傲

第 7号住居 l■

第 6表 出土土器の形状一覧表 (その 6)

第 8表 出土土器の形状一覧表 (その 8)
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図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色 調 1長さ 文様の特徴 備  考

″

　

″

　

″

　

″
　

″

　

″
　

″

　

″

　

″

　

″

　

″

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

多量の雲母

多量の雲母

少量の長石

多量の長石

多量の雲母

良好

普通

良好

普通 赤褐色 1 7

キャタピラ文

隆線 ,刻 目

キャタピラ文

沈線

隆線 ,沈線

沈線

縄文 ,沈線

隆線

組文

縄文 ,沈線

第 8号住居址

第 7表 出土土器の形状一覧表 (その 7)

図版 番号 土 保存状態 色  調 鰈

６

１０

９

６

９

９

８

７

６

７

６

９

文様の特徹 備   考
18 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

少量の長石

多量の雲母

良好

普通

不良

良好

黒褐色

赤褐色

黒褐色

茶褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

黄褐色

隆線,沈線

組文

組文,沈線

隆線,沈線 ,束 1挨文

沈線

沈線

沈線

組文,沈線

縄文,沈線

組文,沈線

組文

隆線,綾杉文

第 9号住居llL



図版 番号
ム
ロ 土 保存状態 色  調 昂奎 文様の特徴 備 考

19‐ 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

少量のi長石

多量の雲母

少量の長石

勿量の雲母

良好

普通

良好

普通

赤褐色

黒褐色

黄褐色

黒褐色

赤褐色

黄褐色

黒褐色

茶褐色

黒褐色

10

9

9

6

7

6

8

7

7

8

6

10

槙ナ織矢斐
沈線

汐b防≒束影した

粘土紐,沈線

沈線 ,組文

隆線,綾杉文

組文,沈線

隆線 ,綾杉文

隆線 ,沈線

綾杉文

第 10号住居址

第9表 出土
=器
の形状二覧表 (その9)

図版 番号
ム
ロ 土 保存清態 色  調 さ

一

帰

８

７

７

８

９

８

５

４

５

３

文様の特徴 備 考

20 1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

多量の雲母

多量の雲母

少量の長石

良 好 黒褐色

赤褐色

白灰色

隆線,沈線

無文

土師器

灰釉陶器

第 11号住居址

第12号住居址

第10表 出土土器の形状T覧表 (その 10)

第 2節 石 器

ゴ器の説明は表を用いることにする。表の項目は図版,番号,名称,器形,石質,備考である。

(小池政美)    |

図版 番号 名 称 器   形 石  質 備  考

5 l

2

3

4

5

打製石斧

磨 ,石
打製石斧

短 冊 形

撥  形

短 冊 形

硬 砂 岩

緑 泥 岩

グリット

第11表 出土石器の形状T覧表 (その 1)
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図版 番号 名 称 器   形 石  質 備  考

21 １

２

３

４

５

６

７

８

９

磨 製 石 斧

打 製 石 斧

石   錘

乳 棒 状

定 角 式

短 冊 形

緑 泥 岩

硬 砂 岩

砂  岩

硬 砂 岩

粘 板 岩

変 成 岩

砕  岩

第 4号住居址

第12表: 出土石器の形状■覧表 (その 2)

図版 番号 名 称 器   形 石  質 備   考

22 打 製 石 斧

剥 片 石 器

石   錘

剥 片 石 器

棒 状 石 器

短 冊 形 硬 砂 岩

変 成 岩

第 5号住居址

第 6号住居址

第13表 出土石器の形状一覧表 (その 3)

図版 番号 名 称 器  形 石  質 備   考

23 磨 製 石 斧

剥 片 石 器

打 製 石 斧

凹   石
剥 片 石 器

短 冊 形

乳 棒 状 緑 泥 岩

硬 砂 岩

砂  岩
花 岡 岩

緑 泥 岩

第 7号住居址

第 8号住居址

第 7号住居址

第 8号住居址

第14表 出土石器の形状一覧表 (その 4)
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図 版 番 号 名  称 器 形 石 質 備 考

24 1

2

3

4

5

6

7

8

9

打 製 石 斧

剥 片 石 器

石 錘

剥 片 石 斧

打 製 石 斧

石 錘

撥   形

短 冊 形

緑 泥 岩

硬 砂 岩

第 9号住居址

″

″

″

″

″

″

″

″

第15表 出土石器の形状一覧表 (その 5)

図 版 番 号 名 称 器   形 石 質 備 考

25 １

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

　

８

　

９

打 製 石 斧

砥 石

石 錘

剥 片 石 器

石 錘

磨 製 石 斧

磨 石

棒 状 石 器

撥   形

定 角 式

硬 砂 岩

緑 泥 岩

変 成 岩

硬 砂 岩

蛇 紋 岩

硬 砂 岩

緑 泥 岩

第10号住居址

第12号住居址

第10号住居址

第16表 出土石器の形状一覧表 (その 6)
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第Ⅳ章 ま と

西春近地籍では最北端部に位置し,昭和48年度 中央道遺跡発掘調査の際には山本田代遺跡とし

て報告されているが ,今回は契約の都合により北条遺跡に含ませ ,段丘を境にして上段の遺跡 ,下

段の遺跡として取り扱つかった。上段の遺跡では奈良時代に,住居址 1軒 ,平安時代の住居址 2軒 ,

土拡各 1を またそれらに伴出する上器類 .陶器類 ,石器類が検出された。

第 1に カマ ドの形態と位置についてであるが ,形態は 3住居址とも石組粘土カマドであった。位

置は第 1号住居力Lは東側に,第 2号住居址と第 3号住居址は西側にそれぞ4しあった。

下段は純然たる北条遺跡で,今回の発掘調査は狭い範囲であったけれども,住居址12軒 という,

極めて多大な成果を収めることができた。したがって,切 り合い関係も複雑多岐にわたり,第 2号

住居址 ,第 5号住居址 ,第 6号住居址との関係 ,第 3号住居址 ,第 4号住居址 ,第 11号住居址と三

つどもえの切り合い,第 7号住居址 ,第 8号住居址との関係 ,第 9号住居址 ,第 10号住居址との関

係というように二つの切り合い関係が認められた。

12軒の住居址の時代的な内訳は組文中期時代の住居址 8軒 ,土師器,須恵器 ,灰釉陶器の住居址

は 4軒であった。第 1号住居址と第12号住居址は石組粘土カマ ドを持ち,その位置は第 1号住居址

は東壁に,第 12号仁1居址は西側に位置している。第 2号住居址は西側にカマ ドの残がいと思われる

焼土の堆積がみられた。第 3号住居址は西壁のやや南寄りに石組粘土カマドをもち,カ マ ドとして

は極めて良好な状態で保存された。

組文中期時代の炉の住居址の形態は第 4号住居址と第11号住居力とは勝坂期に属するので,一般的 ,

に考えられているようにやや小型であった。石囲炉の形態がほぼ明瞭であったものは第 5号住居址

第 8号 l■居址であった。凹み状の炉は第 7号住居址 ,第 9号住居址であった。特に第 9号住居址は

位置としては東壁に近く,い ままでは類例が少なかった。第10号住居址は凹み状の落ち込みを炉と

して利用 し,その壁面や底部に土器が敷いてあった。

遺物としては勝坂Ⅲ式,加曽利EI式 ,加曽利EI式 ,加曽利EⅢ式,土師器 ,須恵器,灰釉陶

器が出土 した。注目すべきものとして,加曽利 E式に混 じって,東海系,美濃系,近畿地方のもの

があった。特に第 7号住居址はそれが顕著であった。               (小 池政美)
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南側より遺跡地を眺む

遺跡地の近景

図版 1 遺跡全景
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第 1号住居址

第 2号 住居址

図版 2 遺構 (住居址 )
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第 3号住居 l■

第 1号 土 拡

図版 3 遺構 (住居址及び土拡 )
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7                     8                         9

図版 4 出土土器

塚
靡
隋

図版 5 出土石器
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東側より遺跡地を眺む

北側より遺跡地を眺む

図版 6 遺跡全景
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第 1号住居址

第 2, 5, 6号 住居址

図版 7 遺構 (住居址 )
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第 3,4,H号 住居tl「

鰤 115

ヽ

第 7号住居址

図版 8 遺構 (住居 llL)
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第 8号住居址

第 9号住居址

図版 9 遺構 (住居址 )
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第10号住居址

第12号住居址

図版10 遺構 (住居址 )
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土器出土状況 土器出土状況

土器出土状況 土器出土状況

図版H 遺物出土状況
-37-

石皿出土状況土器出土状況
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18

図版12 出土土器

11

図版13 出土土器

-38-

∫

,絆 ■い ,|
了      

‐

摯織

輻



1                   2

出土土器

11                          12

図版15 出土土器
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9

図版17 出土土器
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図版16



図版18 出土土器

10

図版19 出土土器
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7                  8

10

図版20 出土土器

図版21 出土石器
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図版22 出土石器

図版23 出土石器
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図版24 出土石器

図版25 出土石器
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